
〇

〇

（号 外）
（原稿作成 国立印刷局）
発 行 内 閣 府

内

閣

官

房

令

改

正

後

改

正

前

（
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
送
付
及
び
報
告
）

（
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
送
付
及
び
報
告
）

第
四
条

法
第
八
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
送

付
及
び
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
関
（
当

該
機
関
が
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
（
独
立
行
政

法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
を
い

う
。）を
含
む
。）ご
と
に
、
毎
年
四
月
中
に
、
前
年

度
に
認
定
を
受
け
た
応
募
を
し
た
職
員
の
数
及
び

当
該
認
定
に
係
る
全
て
の
募
集
実
施
要
項
（
法
第

八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
募
集
実
施
要
項
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る

必
要
な
方
法
を
周
知
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
方
法
を
含
む
。）に
つ
い
て
、
別
記
様
式
第
六
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条

法
第
八
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
送

付
及
び
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
関
（
当

該
機
関
が
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
（
独
立
行
政

法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
を
い

う
。）を
含
む
。）ご
と
に
、
毎
年
四
月
中
に
、
前
年

度
に
認
定
を
受
け
た
応
募
を
し
た
職
員
の
数
及
び

当
該
認
定
に
係
る
全
て
の
募
集
実
施
要
項
（
法
第

八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
募
集
実
施
要
項
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る

必
要
な
方
法
を
周
知
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
方
法
を
含
む
。）に
つ
い
て
、
別
記
様
式
第
六
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
一
〜
十
七

略
﹈

﹇
一
〜
十
七

同
上
﹈

十
八

防
災
庁

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
九

﹇
略
﹈

十
八

﹇
同
上
﹈

二
十

﹇
略
﹈

十
九

﹇
同
上
﹈

二
十
一

﹇
略
﹈

二
十

﹇
同
上
﹈

二
十
二

﹇
略
﹈

二
十
一

﹇
同
上
﹈

二
十
三

﹇
略
﹈

二
十
二

﹇
同
上
﹈

二
十
四

﹇
略
﹈

二
十
三

﹇
同
上
﹈

二
十
五

﹇
略
﹈

二
十
四

﹇
同
上
﹈
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次
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国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定
の
制
度
に
係
る
書
面
の
様
式
等

を
定
め
る
内
閣
官
房
令
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
附
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に

よ
る
退
職
手
当
の
基
本
額
の
特
例
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
官
房
令

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定
の
制
度
に
係
る
書
面
の
様
式
等
を

定
め
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定
の
制
度
に
係
る
書
面
の
様
式

等
を
定
め
る
内
閣
官
房
令
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に

こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

〔
内
閣
官
房
令
〕

〇
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
規
定
に
よ
る

早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定
の
制

度
に
係
る
書
面
の
様
式
等
を
定
め
る
内
閣

官
房
令
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
附

則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項

の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
基
本
額
の
特

例
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
官
房
令
（
内
閣
官
房
一
〇
）

〔
省

令
〕

〇
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
総
務
一
二
〇
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
電
気
通
信
番
号
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る

件
（
総
務
三
八
六
）

〇
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
の
細
目
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
三
八
七
）

〇
国
立
公
園
の
公
園
事
業
を
決
定
す
る
件

（
環
境
四
六
）

〇
国
立
公
園
の
公
園
事
業
を
廃
止
す
る
件

（
同
四
七
）

〇
国
立
公
園
の
公
園
事
業
を
変
更
す
る
件

（
同
四
八
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
水
産
資
源
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ（
小
型
魚
）

及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
））に
関
す
る

令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十

五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公
表

す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
六
〇
七
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
処
分
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
・
取
上
げ
処
分
、

行
旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
内
閣
官
房
令
第
十
号

防
災
庁
設
置
法
（
令
和
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法

律
第
百
八
十
二
号
）
第
八
条
の
二
第
九
項
、
附
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公

務
員
退
職
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定
の
制
度
に
係
る
書
面
の
様
式
等
を
定
め
る
内
閣

官
房
令
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
附
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
基
本

額
の
特
例
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
官
房
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

１

﹇
略
﹈

１

﹇
同
上
﹈

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

２

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
第

四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
十

２

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
第

四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
十

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

八

防
災
庁
」
と
あ
る
の
は
、

七

デ
ジ
タ
ル
庁
」
と
あ
る
の
は
、

「
十
八

防
災
庁

十
八
の
二

復
興

庁
」
と
す
る
。

タ
ル
庁

復
興
庁
」

「
十
七

デ
ジ

十
七
の
二

と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
附
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
基
本
額
の
特

例
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
附
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
基
本
額

の
特
例
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
（
令
和
四
年
内
閣
官
房
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

事
務
次
官
（
外
交
領
事
事
務
に

従
事
す
る
職
員
で
内
閣
総
理
大

臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

六
十
二
年

事
務
次
官
（
外
交
領
事
事
務
に

従
事
す
る
職
員
で
内
閣
総
理
大

臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

六
十
二
年

外
局
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

号
）
第
三
条
第
三
項
の
庁
に
限

る
。）の
長
官

外
局
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

号
）
第
三
条
第
三
項
の
庁
に
限

る
。）の
長
官

会
計
検
査
院
事
務
総
長

会
計
検
査
院
事
務
総
長

会
計
検
査
院
事
務
総
局
次
長

会
計
検
査
院
事
務
総
局
次
長

人
事
院
事
務
総
長

人
事
院
事
務
総
長

内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

内
閣
審
議
官
の
う
ち
、
標
準
的

な
官
職
を
定
め
る
政
令
に
規
定

す
る
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
標

準
的
な
官
職
等
を
定
め
る
内
閣

官
房
令
（
平
成
二
十
一
年
内
閣

府
令
第
二
号
）
第
一
条
第
四
項

各
号
に
規
定
す
る
も
の

内
閣
審
議
官
の
う
ち
、
標
準
的

な
官
職
を
定
め
る
政
令
に
規
定

す
る
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
標

準
的
な
官
職
等
を
定
め
る
内
閣

官
房
令
（
平
成
二
十
一
年
内
閣

府
令
第
二
号
）
第
一
条
第
四
項

各
号
に
規
定
す
る
も
の

内
閣
法
制
次
長

内
閣
法
制
次
長

内
閣
府
審
議
官

内
閣
府
審
議
官

地
球
環
境
審
議
官

国
土
交
通
審
議
官

原
子
力
規
制
庁
長
官

地
球
環
境
審
議
官

防
衛
事
務
次
官

原
子
力
規
制
庁
長
官

防
衛
審
議
官

防
衛
事
務
次
官

防
衛
監
察
監

防
衛
審
議
官

防
衛
装
備
庁
長
官

防
衛
監
察
監

防
衛
技
監

防
衛
装
備
庁
長
官

国
会
職
員
の
う
ち
、
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
も
の

防
衛
技
監

行
政
執
行
法
人
の
職
員
の
う

ち
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る

も
の

国
会
職
員
の
う
ち
、
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
も
の

給
与
そ
の
他
の
処
遇
の
状
況
が

こ
れ
ら
に
類
す
る
者
と
し
て
内

閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の

行
政
執
行
法
人
の
職
員
の
う

ち
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る

も
の

給
与
そ
の
他
の
処
遇
の
状
況
が

こ
れ
ら
に
類
す
る
者
と
し
て
内

閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
内
閣
官
房
令
は
、
防
災
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

二
十
六

﹇
略
﹈

二
十
五

﹇
同
上
﹈

二
十
七

﹇
略
﹈

二
十
六

﹇
同
上
﹈

二
十
八

﹇
略
﹈

二
十
七

﹇
同
上
﹈

二
十
九

﹇
略
﹈

二
十
八

﹇
同
上
﹈

三
十

﹇
略
﹈

二
十
九

﹇
同
上
﹈

地
方
創
生
推
進
事
務
局
長

防
災
監

知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
長

地
方
創
生
推
進
事
務
局
長

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
務
局
長

知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
長

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
長

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
務
局
長

警
察
庁
長
官

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
長

警
察
庁
次
長

警
察
庁
長
官

警
視
総
監

警
察
庁
次
長

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局
長

警
視
総
監

金
融
国
際
審
議
官

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局
長

消
費
者
庁
長
官

金
融
国
際
審
議
官

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

消
費
者
庁
長
官

デ
ジ
タ
ル
審
議
官

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

総
務
審
議
官

デ
ジ
タ
ル
審
議
官

外
務
審
議
官
（
外
交
領
事
事
務

に
従
事
す
る
職
員
で
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

総
務
審
議
官

財
務
官

外
務
審
議
官
（
外
交
領
事
事
務

に
従
事
す
る
職
員
で
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

文
部
科
学
審
議
官

財
務
官

厚
生
労
働
審
議
官

文
部
科
学
審
議
官

医
務
技
監

厚
生
労
働
審
議
官

農
林
水
産
審
議
官

医
務
技
監

経
済
産
業
審
議
官

農
林
水
産
審
議
官

技
監

経
済
産
業
審
議
官

国
土
交
通
審
議
官

技
監

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



省

令

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
（
下
線
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の

よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
（
二
重
下
線
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
電
気
通
信
事
業
の
登
録
申
請
）

（
電
気
通
信
事
業
の
登
録
申
請
）

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

２

法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
専
ら
そ
の
者
の
設
置
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
を
用
い
て
提
供
さ

れ
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
四
条
第
四
号

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
（
当
該
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電

気
通
信
設
備
で
あ
る
伝
送
路
設
備
の
一
部
に
他
の
電
気
通
信
事
業
者
が
設
置
す
る
電
気
通
信
設
備
を
用
い
る
も

の
又
は
卸
電
気
通
信
役
務
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
専
ら
そ
の
者
の
設
置
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
を
用
い
て
提
供
さ

れ
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
四
条
第
四
号

に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
と
す
る
。

３

法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
種
別
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

３

﹇
同
上
﹈

一

第
十
四
条
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務

一

第
十
四
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

﹇
４
〜
７

略
﹈

﹇
４
〜
７

同
上
﹈

（
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
範
囲
）

（
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
範
囲
）

第
十
四
条

法
第
七
条
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
電
話
に
係
る
電
気
通
信
役
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
卸

電
気
通
信
役
務
に
該
当
す
る
も
の
を
含
む
。）と
す
る
。

第
十
四
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
二
の
二

略
﹈

﹇
一
〜
二
の
二

同
上
﹈

三

第
一
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
者
が
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三

条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
（
電
気
通
信
番
号
規
則
（
令
和

元
年
総
務
省
令
第
四
号
）
別
表
第
一
号
に
掲
げ
る
固
定
電
話
番
号
を
使
用
し
て
音
声
伝
送
役
務
の
提
供
の
用

に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
設
置
し
て
提
供
す
る
音
声
伝
送
役

務
で
あ
つ
て
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の

三

第
一
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
者
が
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三

条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
（
電
気
通
信
番
号
規
則
（
令
和

元
年
総
務
省
令
第
四
号
）
別
表
第
一
号
に
掲
げ
る
固
定
電
話
番
号
を
使
用
し
て
音
声
伝
送
役
務
の
提
供
の
用

に
供
す
る
も
の
に
限
る
。以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
設
置
し
て
提
供
す
る
音
声
伝
送
役
務
で
あ
つ
て
、

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
で
あ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
（
当
該
設
備
に
係
る
回

線
の
全
て
の
区
間
が
光
信
号
伝
送
用
で
あ
る
も
の
（
共
同
住
宅
等
（
一
戸
建
て
以
外
の
建
物
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）内
に
Ｖ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
設
備
そ
の
他
の
電
気
通
信
設
備
を
用
い
る
も
の
を
含
む
。）に
限
る
。
以
下
同

じ
。）の
み
を
用
い
て
提
供
さ
れ
る
電
気
通
信
役
務
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
で
あ
る

固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
に
対
応
す
る
部
分
に
係
る
も
の
（
当
該
電
気
通
信
役
務
が
そ
の
他
の
電
気
通
信

役
務
と
併
せ
て
一
の
種
類
の
電
気
通
信
役
務
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
一
の
種
類

の
電
気
通
信
役
務
に
係
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
大
部
分
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用

イ

﹇
同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
令
第
百
二
十
号

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
七
条
第
一
号
、
第
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
、
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
、
第
四
十
二
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
百
七
十
六
条
の
二
並
び
に
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





基
本
料
金
（
利
用
者
が
電
気
通
信
役
務
の
利
用
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
支
払
を
要
す
る
一
月
当
た
り

の
料
金
（
付
加
的
な
機
能
に
係
る
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。以
下
こ
の
イ
、

次
号
イ
及
び
第
五
号
イ
、
第
二
十
三
条
の
四
第
二
項
第
十
号
の
四
並
び
に
第
二
十
三
条
の
九
の
五
第
一

項
第
十
二
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
（
当
該
光
電
話
役
務
の
契
約
に
お
い
て
、
当
該
光
電
話
役
務

以
外
の
役
務
の
契
約
（
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
「
他
の
役
務
契
約
」
と
い
う
。）が
必
要
と
さ
れ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
他
の
役
務
契
約
に
よ
り
利
用
者
が
支
払
う
こ
と
と
な
る
基
本
料
金
を
合
算
し
た
額

と
す
る
。）が
次
の
い
ず
れ
か
で
提
供
さ
れ
る
も
の

基
本
料
金
（
利
用
者
が
電
気
通
信
役
務
の
利
用
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
支
払
を
要
す
る
一
月
当
た
り

の
料
金
（
付
加
的
な
機
能
に
係
る
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。以
下
こ
の
イ
、

次
号
イ
、
第
二
十
三
条
の
四
第
二
項
第
十
号
の
四
及
び
第
二
十
三
条
の
九
の
五
第
一
項
第
十
二
号
の
二

に
お
い
て
同
じ
。）の
額
（
当
該
光
電
話
役
務
の
契
約
に
お
い
て
、
当
該
光
電
話
役
務
以
外
の
役
務
の
契

約
（
以
下
「
他
の
役
務
契
約
」
と
い
う
。）が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
他
の
役
務
契
約

に
よ
り
利
用
者
が
支
払
う
こ
と
と
な
る
基
本
料
金
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。）が
次
の
い
ず
れ
か
で
提
供

さ
れ
る
も
の

第
一
種
適
格
電
気
通
信
事
業
者
が
提
供
す
る
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
の
う
ち
、
住
宅

用
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
（
施
設
設
置
負
担
金
（
電
気
通
信
事
業
者
が
電
気
通
信
役
務
の
提
供
を

承
諾
す
る
際
に
利
用
者
か
ら
交
付
を
受
け
る
金
銭
を
い
う
。
以
下
こ
の
イ
及
び
次
号
イ
に
お
い
て
同

じ
。）の
支
払
を
要
し
な
い
契
約
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
基
本
料
金
（
以
下
こ
の
イ
及
び
第
五
号
イ

に
お
い
て
「
月
額
住
宅
用
基
本
料
金
」
と
い
う
。）の
最
高
額
を
超
え
な
い
額

第
一
種
適
格
電
気
通
信
事
業
者
が
提
供
す
る
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
の
う
ち
、
住
宅

用
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
（
施
設
設
置
負
担
金
（
電
気
通
信
事
業
者
が
電
気
通
信
役
務
の
提
供
を

承
諾
す
る
際
に
利
用
者
か
ら
交
付
を
受
け
る
金
銭
を
い
う
。
以
下
こ
の
イ
及
び
次
号
イ
に
お
い
て
同

じ
。）の
支
払
を
要
し
な
い
契
約
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
基
本
料
金
（
以
下
「
月
額
住
宅
用
基
本
料

金
」
と
い
う
。）の
最
高
額
を
超
え
な
い
額

﹇

略
﹈

﹇

同
上
﹈

﹇

・

略
﹈

﹇

・

同
上
﹈

﹇
ロ

略
﹈

﹇
ロ

同
上
﹈

﹇
四

略
﹈

﹇
四

同
上
﹈

五

モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
及
び
携
帯
電
話
用
設
備
（
事
業
用

電
気
通
信
設
備
規
則
第
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
用
設
備
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）を
用
い
て
提
供
す
る
音
声
伝
送
役
務
（
当
該
携
帯
電
話
用
設
備
で
あ
る
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
一

端
を
特
定
の
場
所
に
設
置
さ
れ
る
利
用
者
の
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
に
接
続
し
て
提
供
す
る
も

の
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、
次
の
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
も
が
含
ま
れ
る
も
の
を
い
う
。）で
あ
つ
て
、
次
の
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
も
の

﹇
新
設
﹈

イ

携
帯
電
話
用
設
備
で
あ
る
端
末
系
伝
送
路
設
備
の
み
を
用
い
て
提
供
さ
れ
る
電
気
通
信
役
務
（
基
本
料

金
の
額
（
当
該
音
声
伝
送
役
務
の
契
約
に
お
い
て
、
当
該
音
声
伝
送
役
務
以
外
の
役
務
の
契
約
（
以
下
こ

の
イ
に
お
い
て
「
他
の
役
務
契
約
」
と
い
う
。）が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
他
の
役
務
契

約
に
よ
り
利
用
者
が
支
払
う
こ
と
と
な
る
基
本
料
金
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。）が
次
の
い
ず
れ
か
で
提
供

さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

当
該
音
声
伝
送
役
務
の
う
ち
、
住
宅
用
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
月
額
住
宅
用
基
本
料

金
の
最
高
額
を
超
え
な
い
額
で
提
供
さ
れ
る
も
の

当
該
音
声
伝
送
役
務
の
う
ち
、
住
宅
用
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
第
一
種

適
格
電
気
通
信
事
業
者
が
提
供
す
る
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
の
う
ち
事
務
用
と
し
て
提
供

さ
れ
る
も
の
の
基
本
料
金
の
最
高
額
を
超
え
な
い
額
で
提
供
さ
れ
る
も
の

ロ

携
帯
電
話
用
設
備
に
係
る
緊
急
通
報
（
警
察
機
関
、
海
上
保
安
機
関
又
は
消
防
機
関
へ
の
緊
急
通
報
に

係
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
限
る
。）

設
備
で
あ
る
固
定
端
末
系
伝
送
路
設
備
で
提
供
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
一
の
種
類
の
電
気
通
信
役
務

に
係
る
も
の
を
含
み
、
そ
れ
以
外
の
と
き
は
、
そ
の
種
類
の
電
気
通
信
役
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下

「
光
電
話
役
務
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）

（
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
方
法
等
の
報
告
）

（
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
方
法
等
の
報
告
）

第
十
四
条
の
二

前
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通

信
事
業
者
は
、
利
用
者
が
当
該
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
当
該
電
気
通
信
事
業

者
以
外
の
者
が
提
供
す
る
他
の
役
務
に
係
る
契
約
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
様
式
第
十
二
の
六
に
よ
り
、
当
該

第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
の
方
法
、
提
供
を
行
う
区
域
（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の

条
及
び
様
式
第
十
二
の
六
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
市
町
村
の
一
部
を
単
位
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市

第
十
四
条
の
二

前
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事

業
者
は
、
利
用
者
が
当
該
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
当
該
電
気
通
信
事
業
者
以

外
の
者
が
提
供
す
る
他
の
役
務
に
係
る
契
約
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
様
式
第
十
二
の
六
に
よ
り
、
当
該
第
一

号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
の
方
法
、
提
供
を
行
う
区
域
（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及

び
様
式
第
十
二
の
六
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
市
町
村
の
一
部
を
単
位
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
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（
事
業
用
電
気
通
信
設
備
の
自
己
確
認
の
届
出
）

（
事
業
用
電
気
通
信
設
備
の
自
己
確
認
の
届
出
）

第
二
十
七
条
の
五

法
第
四
十
二
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
の
二
の
届
出
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
五

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

八

法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
、
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す

る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備
（
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
（
事
業
用
電
気
通
信
設

備
規
則
第
三
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）を
除
く
。）
次
に
掲
げ
る
書
類

八

法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
、
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す

る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備

次
に
掲
げ
る
書
類

﹇
イ
〜
リ

略
﹈

﹇
イ
〜
リ

同
上
﹈

八
の
二

法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
、
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
を
提

供
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備
（
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
に
限
る
。）
次
に

掲
げ
る
書
類

﹇
新
設
﹈

イ

第
一
号
に
定
め
る
書
類
（
同
号
ソ
、
ツ
及
び
ノ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

ロ

総
合
品
質
に
関
す
る
基
準
値
及
び
そ
の
測
定
方
法
に
関
す
る
説
明
書

ハ

そ
の
他
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
類
を
補
足
す
る
た
め
に
必
要
な
資
料
（
法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
電
気
通
信
設
備
の
全
部
又
は
一
部
の
機
能
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
制
御

す
る
こ
と
に
よ
り
仮
想
化
し
た
当
該
機
能
の
特
性
を
利
用
し
た
対
策
又
は
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
書
類
に
対
応
す
る
当
該
対
策
又
は
措
置
に
関
す
る
説
明
書
を
含
む
。）

八
の
三

﹇
略
﹈

八
の
二

﹇
同
上
﹈

﹇
九
〜
十
四

略
﹈

﹇
九
〜
十
四

同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

（
緊
急
通
報
の
通
信
回
数
）

（
緊
急
通
報
の
通
信
回
数
）

第
四
十
条
の
四
の
二

総
務
大
臣
は
、
各
第
一
種
適
格
電
気
通
信
事
業
者
に
係
る
第
十
四
条
第
一
号
ロ
、
第
二
号

ロ
、
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
及
び
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
通
信
回
数

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な
資
料
又
は
情
報
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
条
の
四
の
二

総
務
大
臣
は
、
各
第
一
種
適
格
電
気
通
信
事
業
者
に
係
る
第
十
四
条
第
一
号
ロ
、
第
二
号

ロ
、
第
三
号
ロ
及
び
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
通
信
回
数
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な
資
料
又
は
情
報
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

町
村
又
は
当
該
市
町
村
の
一
部
の
区
域
）
等
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
総
務
大
臣
に
報

告
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
の
方
法
、
提
供
を
行
う
区
域
等
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

又
は
当
該
市
町
村
の
一
部
の
区
域
）
等
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
総
務
大
臣
に
報
告
す

る
も
の
と
す
る
。
当
該
第
一
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
の
方
法
、
提
供
を
行
う
区
域
等
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

様
式
第
４
（
第
４
条
第
７
項
第
２
号
、
第
４
条
の
２
第
３
項
第
２
号
、
第
９
条
第
１
項
第
２
号
、第
10条
第
２
項
、

第
60条
の
２
第
２
号
関
係
）

様
式
第
４
（
第
４
条
第
７
項
第
２
号
、
第
４
条
の
２
第
３
項
第
２
号
、
第
９
条
第
１
項
第
２
号
、第
10条
第
２
項
、

第
60条
の
２
第
２
号
関
係
）

提
供
す
る
電
気
通
信
役
務

提
供
す
る
電
気
通
信
役
務

電
気
通
信
役
務
の
種
類

提
供
す
る
役
務

電
気
通
信
役
務
の
種
類

提
供
す
る
役
務

［
１
～
８
略
］

［
１
～
８
同
左
］

９
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話

９
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話

10
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話

11 ～
30
［
略
］

10 ～
29
［
同
左
］

31
上
記
１
か
ら
30 ま
で
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
利
用
し
た
付
加
価
値
サ
ー

ビ
ス

30
上
記
１
か
ら
29 ま
で
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
利
用
し
た
付
加
価
値
サ
ー

ビ
ス
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32

［略］ 31


［同左］

33

［略］ 32


［同左］

34

［略］ 33


［同左］

35

上記１から34


までに掲げる電気通信役務以外の電気通信役務 34


上記１から33


までに掲げる電気通信役務以外の電気通信役務

［注１～６ 略］ ［注１～６ 同左］
７ 「インターネット関連サービス（ＩＰ電話を除く。）」又は「上記１から34


までに掲げる

電気通信役務以外の電気通信役務」を提供する場合には、参考として、「電子メールサービ
ス」、「ホスティングサービス」、「ＩＸサービス」、「無線呼出し」等具体的なサービス内容を
併記すること。また、法第164条第１項第３号の指定を受けた者にあつては、当該指定に
係る電気通信役務について、参考として、具体的なサービス内容を併記すること。

７ 「インターネット関連サービス（ＩＰ電話を除く。）」又は「上記１から33

までに掲げる

電気通信役務以外の電気通信役務」を提供する場合には、参考として、「電子メールサービ
ス」、「ホスティングサービス」、「ＩＸサービス」、「無線呼出し」等具体的なサービス内容を
併記すること。また、法第164条第１項第３号の指定を受けた者にあつては、当該指定に
係る電気通信役務について、参考として、具体的なサービス内容を併記すること。

［８・９ 略］ ［８・９ 同左］
様式第５（第５条第１項関係） 様式第５（第５条第１項関係）
［略］ ［同左］
注 注
１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第５の２（第５条第２項第１号関係） 様式第５の２（第５条第２項第１号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第５の３（第５条第２項第２号関係） 様式第５の３（第５条第２項第２号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第５の４（第５条第２項第３号関係） 様式第５の４（第５条第２項第３号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第５の５（第５条第２項第４号関係） 様式第５の５（第５条第２項第４号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第７（第８条第１項、第９条第９項関係） 様式第７（第８条第１項、第９条第９項関係）
［略］ ［略］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２ 略］ ［２ 同左］

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





様式第７の２（第８条第２項第１号、第９条第10項第１号関係） 様式第７の２（第８条第２項第１号、第９条第10項第１号関係）
［略］ ［略］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２ 略］ ［２ 同左］
様式第７の３（第８条第２項第２号、第９条第10項第２号関係） 様式第７の３（第８条第２項第２号、第９条第10項第２号関係）
［略］ ［略］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２ 略］ ［２ 同左］
様式第７の４（第８条第２項第３号、第９条第10項第３号関係） 様式第７の４（第８条第２項第３号、第９条第10項第３号関係）
［略］ ［略］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２ 略］ ［２ 同左］
様式第７の５（第８条第２項第４号、第９条第10項第４号関係） 様式第７の５（第８条第２項第４号、第９条第10項第４号関係）
［略］ ［略］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２ 略］ ［２ 同左］
様式第９（第９条第５項関係） 様式第９（第９条第５項関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第９の２（第９条第６項第１号関係） 様式第９の２（第９条第６項第１号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第９の３（第９条第６項第１号関係） 様式第９の３（第９条第６項第１号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２～４ 略］ ［２～４ 同左］
様式第９の４（第９条第６項第２号関係） 様式第９の４（第９条第６項第２号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





様式第９の５（第９条第６項第２号関係） 様式第９の５（第９条第６項第２号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２～４ 略］ ［２～４ 同左］
様式第９の６（第９条第６項第３号関係） 様式第９の６（第９条第６項第３号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第９の７（第９条第６項第４号関係） 様式第９の７（第９条第６項第４号関係）
［略］ ［同左］
注１ 変更事項は、業務区域若しくは基礎的電気通信役務に係る業務区域


又は電気通信設備の

概要の別を記載すること。
注１ 変更事項は、業務区域


又は電気通信設備の概要の別を記載すること。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
様式第12の６（第14条の２関係） 様式第12の６（第14条の２関係）
［略］ ［同左］
電気通信事業法施行規則第14条第３号から第５号まで


に規定する第一号基礎的電気通信役務の

方法、提供を行う区域等について、電気通信事業法第166条第１項及び電気通信事業法施行規則
第14条の２の規定により、報告します。

電気通信事業法施行規則第14条第３号又は第４号


に規定する第一号基礎的電気通信役務の方
法、提供を行う区域等について、電気通信事業法第166条第１項及び電気通信事業法施行規則第
14条の２の規定により、報告します。

実施期日 実施期日

電気通信事業法施行規則第14条第３号から


第５号まで


に規定する第一号基礎的電気通
信役務の提供の方法

電気通信事業法施行規則第14条第３号又は


第４号


に規定する第一号基礎的電気通信役
務の提供の方法

予定している基本料金の額 予定している基本料金の額

提供（変更）を行う区域 提供（変更）を行う区域

その他参考となる事項 その他参考となる事項

注１ 電気通信事業法施行規則第14条第３号から第５号まで


に規定する第一号基礎的電気通信
役務の提供の方法ごとに別葉とすること。

注１ 電気通信事業法施行規則第14条第３号又は第４号


に規定する第一号基礎的電気通信役務
の提供の方法ごとに別葉とすること。

［２ 略］ ［２ 同左］
３ 予定している基本料金の額については、電気通信事業法施行規則第14条第３号から第５


号まで


に規定する第一号基礎的電気通信役務について記載すること。
３ 予定している基本料金の額については、電気通信事業法施行規則第14条第３号


に規定す

る第一号基礎的電気通信役務について記載すること。
［４～６ 略］ ［４～６ 同左］

様式第18の５（第25条の５関係） 様式第18の５（第25条の５関係）
［略］ ［同左］
注１ 「第一種指定電気通信設備又は第二種指定電気通信設備を用いる卸電気通信役務の種
類」の項には、様式第４の表の１から35


までに掲げる電気通信役務の別を記載すること。

注１ 「第一種指定電気通信設備又は第二種指定電気通信設備を用いる卸電気通信役務の種
類」の項には、様式第４の表の１から34


までに掲げる電気通信役務の別を記載すること。

［２～５ 略］ ［２～５ 同左］

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





様式第38の２（第40条の３第２号、第40条の４第１項、第40条の５関係） 様式第38の２（第40条の３第２号、第40条の４第１項、第40条の５関係）
［略］ ［同左］
第１表 第14条第１号から第５号


までに掲げるもの 第１表 第14条第１号から第４号


までに掲げるもの

役 務 の 細 目
営業
収益

営 業 費 用

営業
利益

摘要 役 務 の 細 目
営業
収益

営 業 費 用

営業
利益

摘要

うち設備管理部門費用 うち設備利用
部門費用

うち設備管理部門費用 うち設備利用
部門費用

うち第一
種公衆電
話機台数
削減以外
の費用

うち第一
種公衆電
話機台数
削減費用

うち第一
種公衆電
話機台数
削減以外
の費用

うち第一
種公衆電
話機台数
削減費用

［略］ ［同左］

４ 第14条
第４号に
掲げるも
の

 同号イ
に掲げる
もの

４ 第14条
第４号に
掲げるも
の

 同号イ
に掲げる
もの

 同号ロ
に掲げる
もの

 同号ロ
に掲げる
もの

小 計 小 計

５ 第14条
第５号に
掲げるも
の

 同号イ
に掲げる
もの

 同号ロ
に掲げる
もの

小 計

合 計 合 計

注１ 法第108条第１項の規定による指定を受けようとする電気通信事業者がこの表を作成す
る場合には、第14条第１号ロ、第２号ロ、第３号ロ、第４号ロ及び第５号ロ


に規定する第

一号基礎的電気通信役務に係る営業収益、営業費用及び営業利益を含めないものとする。

注１ 法第108条第１項の規定による指定を受けようとする電気通信事業者がこの表を作成す
る場合には、第14条第１号ロ、第２号ロ、第３号ロ及び第４号ロ


に規定する第一号基礎的

電気通信役務に係る営業収益、営業費用及び営業利益を含めないものとする。
［２～７ 略］ ［２～７ 同左］

［第２表 略］ ［第２表 同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 傍 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 傍 線 は 注 記 で あ る 。

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





（
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
条
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
電
話
の
役
務
を
あ
ま
ね
く
目
的
業
務
区
域
に
お
い
て
適
切
、
公
平

か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

（
法
第
二
条
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
電
話
の
役
務
を
あ
ま
ね
く
目
的
業
務
区
域
に
お
い
て
適
切
、
公
平

か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

第
二
条
の
二

法
第
二
条
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
電
話
の
役
務
を
あ
ま
ね
く
目
的
業
務
区
域
に
お
い
て
適

切
、
公
平
か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
固
定
電
話
役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
）
第
十
四
条
第
四

号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
い
う
。）又
は
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
役
務
（
同
令
第
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る

電
気
通
信
役
務
を
い
う
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
役
務
等
」
と
い
う
。）を
提
供
す

る
た
め
に
他
の
電
気
通
信
事
業
者
の
電
気
通
信
設
備
を
利
用
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

す
方
針
を
定
め
て
い
る
と
き
と
す
る
。

第
二
条
の
二

法
第
二
条
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
電
話
の
役
務
を
あ
ま
ね
く
目
的
業
務
区
域
に
お
い
て
適

切
、
公
平
か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
固
定
電
話
役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
）
第
十
四
条
第
四

号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
提
供
す
る
た
め
に
他
の
電
気
通
信
事

業
者
の
電
気
通
信
設
備
を
利
用
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
方
針
を
定
め
て
い
る
と
き

と
す
る
。

一

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
役
務
等
は
、
光
提
供
区
域
（
地
域
会
社
が
電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
（
昭
和
六
十

三
年
郵
政
省
令
第
四
十
六
号
）
第
一
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
区
域
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
区
域
に
お
い
て
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

一

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
役
務
は
、
光
提
供
区
域
（
地
域
会
社
が
電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
（
昭
和
六
十
三

年
郵
政
省
令
第
四
十
六
号
）
第
一
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
区
域
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
区
域
に
お
い
て
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

二

光
提
供
区
域
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

固
定
電
話
役
務
等
を
提
供
す
る
こ
と
。

二

光
提
供
区
域
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

固
定
電
話
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
。

イ

利
用
者
（
電
話
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
光
電
話

役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
三
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て

同
じ
。）も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
勧
奨
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
用
者
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定

電
話
役
務
等
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
き
。

イ

利
用
者
（
電
話
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
光
電
話

役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
三
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て

同
じ
。）も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
勧
奨
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
用
者
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定

電
話
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
き
。

﹇
ロ

略
﹈

﹇
ロ

同
上
﹈

ハ

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
通
信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
応
急
的
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話

役
務
等
を
提
供
す
る
と
き
。

ハ

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
通
信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
応
急
的
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話

役
務
を
提
供
す
る
と
き
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改

正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

﹇
第
一
章

略
﹈

﹇
第
一
章

同
上
﹈

第
二
章

電
気
通
信
回
線
設
備
を
設
置
す
る
電
気
通
信
事
業
者
の
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設

備

第
二
章

﹇
同
上
﹈

﹇
第
一
節
〜
第
四
節

略
﹈

﹇
第
一
節
〜
第
四
節

同
上
﹈

第
五
節

音
声
伝
送
役
務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備

第
五
節

﹇
同
上
﹈

﹇
第
一
款
〜
第
四
款

略
﹈

﹇
第
一
款
〜
第
四
款

同
上
﹈

﹇
第
六
節

略
﹈

﹇
第
六
節

同
上
﹈

﹇
第
三
章
〜
第
六
章

略
﹈

﹇
第
三
章
〜
第
六
章

同
上
﹈

附
則

附
則

第
五
款

モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
（
第
三
十
五
条
の
二
十
四

第
三
十
五
条
の
二
十
七
）

第
五
款

そ
の
他
の
音
声
伝
送
用
設
備
（
第
三
十
六
条

第
三
十
六
条
の
九
）

第
六
款

そ
の
他
の
音
声
伝
送
用
設
備
（
第
三
十
六
条

第
三
十
六
条
の
九
）
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（
定
義
）

（
定
義
）

第
三
条

﹇
略
﹈

第
三
条

﹇
同
上
﹈

２

こ
の
規
則
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
次
の
定
義
に
従
う
も
の
と
す
る
。

２

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

「
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
」
と
は
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
、
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規

則
第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
の
提
供
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。

﹇
新
設
﹈

十
〜
十
四

﹇
略
﹈

九
〜
十
三

﹇
同
上
﹈

第
二
章

電
気
通
信
回
線
設
備
を
設
置
す
る
電
気
通
信
事
業
者
の
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通

信
設
備

第
二
章

﹇
同
上
﹈

第
五
節

音
声
伝
送
役
務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備

第
五
節

﹇
同
上
﹈

第
五
款

モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備

﹇
新
設
﹈

（
適
用
の
範
囲
）

第
三
十
五
条
の
二
十
四

こ
の
款
の
規
定
は
、
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
基
本
機
能
）

第
三
十
五
条
の
二
十
五

第
三
十
五
条
の
九
の
規
定
は
、
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
総
合
品
質
）

第
三
十
五
条
の
二
十
六

電
気
通
信
事
業
者
は
、
当
該
電
気
通
信
事
業
者
の
用
い
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設

備
に
接
続
す
る
端
末
設
備
等
に
お
け
る
通
話
の
総
合
品
質
に
関
し
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に

従
い
、
あ
ら
か
じ
め
基
準
を
定
め
、
そ
の
基
準
を
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

電
気
通
信
事
業
者
は
、
そ
の
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
の
使
用
の
開
始
前
に
、
前
項
の
基
準
を
総
務
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

（
緊
急
通
報
の
優
先
的
取
扱
い
）

第
三
十
五
条
の
二
十
七

第
三
十
五
条
の
二
の
五
の
規
定
は
、
緊
急
通
報
の
優
先
的
取
扱
い
を
行
う
モ
バ
イ
ル
網

固
定
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
災
害
時
優
先
通
信
（
緊
急

通
報
及
び
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
重
要
通
信
の
う
ち
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
六
条
第
一
号

に
定
め
る
機
関
が
発
信
す
る
通
信
（
当
該
機
関
に
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
者
が
当
該
機
関

ご
と
に
指
定
す
る
端
末
回
線
の
一
端
に
接
続
さ
れ
た
端
末
設
備
等
か
ら
発
信
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
と
あ
り
、
並
び
に
同
項
各
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
災
害
時
優
先
通
信
」
と
あ
る
の
は
、「
緊
急

通
報
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
款

そ
の
他
の
音
声
伝
送
用
設
備

第
五
款

﹇
同
上
﹈

（
適
用
の
範
囲
）

（
適
用
の
範
囲
）

第
三
十
六
条

こ
の
款
の
規
定
（
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
及
び
第
三
十
六
条
の
九
を
除
く
。）は
、
音
声
伝
送
役

務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
事
業
用
電
気
通
信
設
備
（
特
定
端
末
設
備
並
び
に
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
、

総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
用
設
備
、
電
気
通
信
番
号
規
則
別
表
第
一
号
に
掲
げ
る
固
定
電
話
番
号
を
使
用
し
て
電
気

通
信
役
務
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
、
携
帯
電
話
用
設
備
、
特
定
携
帯
電
話
用

設
備
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
及
び
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
を
除
く
。
第
三
十
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
五
十

六
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
十
六
条

こ
の
款
の
規
定
（
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
及
び
第
三
十
六
条
の
九
を
除
く
。）は
、
音
声
伝
送
役

務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
事
業
用
電
気
通
信
設
備
（
特
定
端
末
設
備
並
び
に
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
、

総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
用
設
備
、
電
気
通
信
番
号
規
則
別
表
第
一
号
に
掲
げ
る
固
定
電
話
番
号
を
使
用
し
て
電
気

通
信
役
務
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
、
携
帯
電
話
用
設
備
、
特
定
携
帯
電
話
用

設
備
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
を
除
く
。
第
三
十
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て

適
用
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
四
条
の
二

﹇
略
﹈

第
四
十
四
条
の
二

﹇
同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

３

第
三
十
五
条
の
二
の
五
の
規
定
は
、災
害
時
優
先
通
信
の
優
先
的
取
扱
い
を
行
う
事
業
用
電
気
通
信
設
備（
モ

バ
イ
ル
網
固
定
電
話
用
設
備
を
除
く
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
三
十
五
条
の
二
の
五
の
規
定
は
、
災
害
時
優
先
通
信
の
優
先
的
取
扱
い
を
行
う
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

﹇
４
・
５

略
﹈

﹇
４
・
５

同
上
﹈

６

第
三
十
五
条
の
九
、
第
三
十
五
条
の
二
十
六
及
び
第
三
十
五
条
の
二
十
七
の
規
定
は
、
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電

話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

﹇
新
設
﹈
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（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
五
条
の
八

﹇
略
﹈

第
四
十
五
条
の
八

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
７

略
﹈

﹇
２
〜
７

同
上
﹈

８

第
三
十
五
条
の
九
、
第
三
十
五
条
の
二
十
六
及
び
第
三
十
五
条
の
二
十
七
の
規
定
は
、
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電

話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

﹇
新
設
﹈

備
考

表
中
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

（
電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
（
二
重
下
線
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

２

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
四
の
二

略
﹈

﹇
一
〜
四
の
二

同
上
﹈

四
の
三

モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
役

務
を
い
う
。

﹇
新
設
﹈

﹇
五
〜
二
十
六

略
﹈

﹇
五
〜
二
十
六

同
上
﹈

（
電
気
通
信
役
務
契
約
等
状
況
報
告
等
）

（
電
気
通
信
役
務
契
約
等
状
況
報
告
等
）

第
二
条

次
の
表
の
報
告
対
象
事
業
者
の
欄
に
掲
げ
る
電
気
通
信
事
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
様
式
番
号
の
欄

に
掲
げ
る
様
式
に
よ
り
、
毎
四
半
期
経
過
後
一
月
以
内
（
様
式
第
一
第
二
表
、
様
式
第
二
、
様
式
第
四
、
様
式

第
五
第
二
表
、
様
式
第
六
及
び
様
式
第
十
五
の
三
の
二
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
毎
報
告
年
度
経
過
後
二
月

以
内
）
に
、
同
表
の
報
告
対
象
役
務
の
欄
に
掲
げ
る
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
当
該
四
半
期
末
（
様
式
第
一
第

二
表
、
様
式
第
二
、
様
式
第
四
、
様
式
第
五
第
二
表
、
様
式
第
六
及
び
様
式
第
十
五
の
三
の
二
に
よ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
報
告
年
度
末
）
の
契
約
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
書
面
又
は
別
に
定
め
る
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
「
書
面
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

報
告
対
象
役
務

報
告
対
象
事
業
者

様
式
番
号

報
告
対
象
役
務

報
告
対
象
事
業
者

様
式
番
号

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
用
設
備
を

用
い
て
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
を

提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
者

様
式
第
五
の
二

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
用
設
備
を

用
い
て
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
を

提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
者

様
式
第
五
の
二

モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話

モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
を
提
供
す

る
電
気
通
信
事
業
者

様
式
第
五
の
三

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
８

略
﹈

﹇
２
〜
８

同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
５
の
３








（
第
２
条
第
１
項
関
係
）

［
新
設
］

電
気
通
信
役
務
契
約
等
状
況
報
告

利
用
数

年
月
日
現
在

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話




















事
業
者
名
















都
道

府
県

利
用

数

合
計

参
考

事
項

２
注
記
す
べ
き
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、「
参
考
事
項
」
の
項
に
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
「
都
道
府
県
」
の
欄
に
記
載
す
る
都
道
府
県
の
順
序
は
、
日
本
産
業
規
格
都
道
府
県
コ
ー
ド
の
番
号
の

順
序
に
よ
る
こ
と
。

４
記
載
す
る
都
道
府
県
の
数
に
応
じ
、
項
を
適
宜
増
減
す
る
こ
と
。

５
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
（
下
線
を
含
む
。）は
注
記
で
あ
る
。

注
１
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
の
た
め
に
最
終
利
用
者
に
付
与
さ
れ
て
い
る
電
気
通
信
番
号
の
数
を
記
載
す
る

こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
等
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
に
係
る
電
気
通
信
事
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
約
款
の
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
新
施
行
規
則
第
十
五
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

新
施
行
規
則
第
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
に
係
る
電
気
通
信
事
業
法
第
四
十
二
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
電
気
通
信
設
備
の
自
己
確
認
の
結
果
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
五
（
第
八
号
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

新
施
行
規
則
第
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
に
係
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三
十
五
条
の
二
十
六
第
一
項
（
同
令
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
及
び
第
四
十
五
条
の
八
第
八
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
基
準
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
当
該
基
準
を
定
め
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三
十
五
条
の
二
十
六
第
二
項
（
同
令
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項

及
び
第
四
十
五
条
の
八
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
基
準
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
新
施
行
規
則
第
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
を
提
供
す
る
者
は
、
施
行
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
当
該
モ
バ
イ
ル
網
固
定
電
話
に
つ
い
て
新
施
行
規
則
第
七
条
第
二
項
の
届
出
書
及
び

第
八
条
第
一
項
の
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。





法 規 的 告 示

次 の 表 に よ り 、 変 更 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 下 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 変 更 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 下 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め 、 変 更 前 欄 及 び 変 更 後 欄 に 対 応 し

て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 下 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 変 更 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 を 変 更 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 と し て 移 動 し 、 変 更 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 変 更 前 欄 に こ れ に 対 応

す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 加 え る 。

変 更 後 変 更 前

第１ 総則 第１ ［同左］
１ 定義 １ ［同左］
 この計画において、次に掲げる用語の意義は、それぞれに定めるところによる。  ［同左］
［イ～ワ 略］ ［イ～ワ 同左］
カ

モバイル網固定電話


電気通信事業法施行規則（昭和60年郵政省令第25号）第14条第５
号に規定するモバイル網固定電話



［新設］

ヨ

［略］ カ


［同左］

 に規定するもののほか、この計画において使用する用語は、法、電気通信事業法施行規
則


及び電気通信番号規則（令和元年総務省令第４号）において使用する用語の例による。

 に規定するもののほか、この計画において使用する用語は、法、電気通信事業法施行規
則（昭和60年郵政省令第25号）


及び電気通信番号規則（令和元年総務省令第４号）において

使用する用語の例による。
［２～５ 略］ ［２～５ 同左］
第３ 利用者設備識別番号に関する事項 第３ ［同左］

電気通信番号 電気通信番号に
より識別する電
気通信設備又は
提供すべき電気
通信役務の種類
若しくは内容

電気通信番号の使用に関する条件

電気通信番号 電気通信番号に
より識別する電
気通信設備又は
提供すべき電気
通信役務の種類
若しくは内容

電気通信番号の使用に関する条件電気通
信番号
の種別

電気通信番号の
構成

電気通
信番号
の種別

電気通信番号の
構成

固定電
話番号

０ＡＢＣＤＥＦ
ＧＨＪ
（ただし、英字
は十進数字と
し、ＡＢＣＤＥ
は、市町村の区
域を勘案して別
表第１に定める
ところに従い、
総務大臣の指定
により電気通信
事業者ごとに定
めるものとす
る。）

固定端末系伝送
路設備及び当該
設備に接続され
る利用者の端末
設備等（特定接
続電話番号によ
り識別するもの
又はワイヤレス
固定電話若しく
はモバイル網固
定電話


を識別す
る場合を除く。）

［第１～第３ 略］
第４ 電話転送役務（発信転送又は着信転送
における利用者設備識別番号として固定
電話番号を使用する場合に限る。以下こ
の第４において同じ。）を提供する者に
あっては、次のとおりとする。

１ 電話転送役務の提供に関する契約を締結
するに際しては、次に掲げるところにより、
最終利用者の確認を行うこと。
 別表第４に定める方法により、本人特
定事項（自然人にあっては氏名、住居及
び生年月日をいい、法人にあっては名称
及び本店又は主たる事務所の所在地をい
う。以下

同じ。）の確認を行うこと。

固定電
話番号

０ＡＢＣＤＥＦ
ＧＨＪ
（ただし、英字
は十進数字と
し、ＡＢＣＤＥ
は、市町村の区
域を勘案して別
表第１に定める
ところに従い、
総務大臣の指定
により電気通信
事業者ごとに定
めるものとす
る。）

固定端末系伝送
路設備及び当該
設備に接続され
る利用者の端末
設備等（特定接
続電話番号によ
り識別するもの
及びワイヤレス
固定電話


を識別
する場合を除
く。）

［第１～第３ 同左］
第４ 電話転送役務（発信転送又は着信転送
における利用者設備識別番号として固定
電話番号を使用する場合に限る。以下こ
の第４において同じ。）を提供する者に
あっては、次のとおりとする。

１ 電話転送役務の提供に関する契約を締結
するに際しては、次に掲げるところにより、
最終利用者の確認を行うこと。
 別表第４に定める方法により、本人特
定事項（自然人にあっては氏名、住居及
び生年月日をいい、法人にあっては名称
及び本店又は主たる事務所の所在地をい
う。別表第４において


同じ。）の確認を行
うこと。

［ 略］ ［ 同左］
［２・３ 略］ ［２・３ 同左］

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 総 務 省 告 示 第 三 百 八 十 六 号

電 気 通 信 事 業 法 （ 昭 和 五 十 九 年 法 律 第 八 十 六 号 ） 第 五 十 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 、 電 気 通 信 番 号 計 画 （ 令 和 元 年 総 務 省 告 示 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 二 日 総 務 大 臣 藤 井 比 早 之






４ 発信転送を行う機能のみを提供する場合
であって、当該発信転送に係る発信元の電
気通信番号を通知しないこととするために
必要な措置又は


固定電話番号以外の電気通

信番号を通知するために必要な措置（当該
発信転送に係る発信元を誤認させるおそれ
がない場合に限る。）が講じられているとき
は、１及び２の規定は適用しない。

４ 発信転送を行う機能のみを提供する場合
であって、当該発信転送に係る発信元の電
気通信番号を通知しないこととするために
必要な措置、又は


固定電話番号以外の電気

通信番号を通知するために必要な措置（当
該発信転送に係る発信元を誤認させるおそ
れがない場合に限る。）が講じられていると
きは、１及び２の規定は適用しない。

［５ 略］ ［５ 同左］
６ 発信転送を行う機能を提供する場合で
あって、品質に係る規定を満たすことを確
認していない旨を着信者へ通知するために
必要な措置又は


当該発信転送に係る発信元

の電気通信番号を通知しないこととするた
めに必要な措置が講じられているときは、
当該機能の提供について５の規定は適用し
ない。

６ 発信転送を行う機能を提供する場合で
あって、品質に係る規定を満たすことを確
認していない旨を着信者へ通知するために
必要な措置、又は


当該発信転送に係る発信

元の電気通信番号を通知しないこととする
ために必要な措置が講じられているとき
は、当該機能の提供について５の規定は適
用しない。

［７ 略］ ［７ 同左］

ワイヤレス固定
電話及び当該役
務に係る利用者
の端末設備等

第１ 重要通信の取扱いについては、次のと

おりとする。


ワイヤレス固定
電話及び当該役
務に係る利用者
の端末設備等

第１ 上欄第１、第２及び第４の規定につい

て、適用があるものとする。


１

利用者が緊急通報を行うことが可能であ

ること。ただし、固定電話番号を使用して

提供する電気通信役務が、特定の業務の用

に供する通信に用途が限定されているもの

であって、緊急通報を代替して提供するた

めの措置を講じている場合その他の総務大

臣が特に認める場合を除く。


［新設］

２

電話転送役務（ワイヤレス固定電話に付

加する電話転送役務であって、発信転送に

おける利用者設備識別番号として固定電話

番号を使用する場合に限る。以下この２に

おいて同じ。）を提供する場合であって、緊

急通報を発信した端末設備等に係る電気通

信番号その他当該発信に係る情報を、当該

緊急通報に係る警察機関、海上保安機関又


［新設］

令
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
号
)
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




第２


番号ポータビリティについては、次の

とおりとする。


［新設］

固定電話番号の指定を受けた電気通信事業

者（当該指定を受けた電気通信事業者から卸

電気通信役務の提供（２以上の段階にわたる

卸電気通信役務の提供を含む。）を受ける電気

通信事業者を含む。）の相互間で、番号ポータ

ビリティが可能であること。ただし、番号ポー

タビリティの実施に係る技術的な困難性、番

号ポータビリティを実施しないことによる利

用者への影響その他の事情を勘案して総務大

臣が特に認める場合を除く。

第３


ワイヤレス固定電話を提供する者が自
ら指定を受けて固定電話番号を使用する
ための条件は、次のとおりとする。

第２


ワイヤレス固定電話を提供する者が自
ら指定を受けて固定電話番号を使用する
ための条件は、次のとおりとする。

［１～３ 略］ ［１～３ 同左］
４

利用者の端末設備等が固定電話番号の示

す地理的識別地域の外で使用されないため

の技術的措置を講ずること。


［新設］

５

［略］ ４


［同左］

６

１から５まで


を満たすための機能を端末

設備等に委ねている場合は、最終利用者が
自ら変更した端末設備等の設定を無効とす
る技術的措置等を講ずること。

５

１から４まで


を満たすための機能を端末

設備等に委ねている場合は、最終利用者が
自ら変更した端末設備等の設定を無効とす
る技術的措置等を講ずること。

７

ワイヤレス固定電話を提供するために利
用する端末系伝送路設備を設置する電気通
信事業者との間において、１から６まで


に

関する取決めを行うこと。

６

ワイヤレス固定電話を提供するために利
用する端末系伝送路設備を設置する電気通
信事業者との間において、１から５まで


に

関する取決めを行うこと。
第４


［略］ 第３


［同左］

は消防機関の端末設備等に送信すること

で、緊急通報の利用者を誤認させるおそれ

があるときは、１の規定にかかわらず、当

該緊急通報を不可能とする措置及び緊急通

報を代替して提供するための措置を講じ、

かつ、電話転送役務において緊急通報を利

用できないことについて利用者に説明を行

うこと。


令
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第５


電話転送役務（ワイヤレス固定電話に

付加する電話転送役務であって、発信転

送又は着信転送における利用者設備識別

番号として固定電話番号を使用する場合

に限る。以下この第５において同じ。）を

提供する者にあっては、次のとおりとす

る。


［新設］

１

電話転送役務の提供に関する契約を締結

するに際しては、次に掲げるところにより、

最終利用者の確認を行うこと。



別表第４に定める方法により、本人特

定事項の確認を行うこと。



活動の拠点（利用者の端末設備等が設

置されるものに限る。）が、番号区画（別

表第１に定める市外局番に応じた番号区

画であって、電話転送役務に使用される

固定電話番号に係るものをいう。以下こ

の第５において同じ。）の区域内にあるこ

とを確認すること。ただし、活動の拠点

が複数存在する場合にあっては、活動の

拠点（利用者の端末設備等が設置される

ものに限る。）及び主たる活動の拠点が、

番号区画の区域内にあることを確認する

こと。


２

電話転送役務の提供に関する契約を締結

するに際しては、電話転送役務に使用され

る固定電話番号により識別される利用者の

端末設備等が、番号区画の区域内にある最

終利用者の活動の拠点に設置されているこ

とを確認すること。

３

発信転送を行う機能のみを提供する場合

であって、当該発信転送に係る発信元の電

気通信番号を通知しないこととするために

必要な措置又は固定電話番号以外の電気通

信番号を通知するために必要な措置（当該

発信転送に係る発信元を誤認させるおそれ

がない場合に限る。）が講じられているとき

は、１及び２の規定は適用しない。

４

電話転送役務の提供に係る電気通信設備

について、特定総合品質又はこれと同程度

の音声伝送に関する品質を満たしているこ

との確認が行われていること。ただし、当

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該電気通信設備について事業用電気通信設

備の自己確認（電気通信番号を使用して音

声伝送役務の提供の用に供するものに限

る。）が行われているものである場合は、こ

の限りでない。

５

発信転送を行う機能を提供する場合で

あって、品質に係る規定を満たすことを確

認していない旨を着信者へ通知するために

必要な措置又は当該発信転送に係る発信元

の電気通信番号を通知しないこととするた

めに必要な措置が講じられているときは、

当該機能の提供について４の規定は適用し

ない。

６

着信転送を行う機能を提供する場合で

あって、品質に係る規定を満たすことを確

認していない旨を発信者へ通知するために

必要な措置が講じられているときは、当該

機能の提供について４の規定は適用しな

い。


モバイル網固定
電話及び当該役
務に係る利用者
の端末設備等

第１ 重要通信の取扱いについては、次のと
おりとする。

１ 利用者が緊急通報（利用者に付番する固
定電話番号に対応する音声伝送携帯電話番
号により緊急通報を行う方法によるものを
含む。）を行うことが可能であること。
２ 電話転送役務（モバイル網固定電話に付
加する電話転送役務であって、発信転送に
おける利用者設備識別番号として固定電話
番号を使用する場合に限る。以下この２に
おいて同じ。）を提供する場合であって、緊
急通報を発信した端末設備等に係る電気通
信番号その他当該発信に係る情報を、当該
緊急通報に係る警察機関、海上保安機関又
は消防機関の端末設備等に送信すること
で、緊急通報の利用者を誤認させるおそれ
があるときは、１の規定にかかわらず、当
該緊急通報を不可能とする措置及び緊急通
報を代替して提供するための措置を講じ、
かつ、電話転送役務において緊急通報を利
用できないことについて利用者に説明を行
うこと。
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第２ 番号ポータビリティについては、次の
とおりとする。
固定電話番号の指定を受けた電気通信事業
者（当該指定を受けた電気通信事業者から卸
電気通信役務の提供（２以上の段階にわたる
卸電気通信役務の提供を含む。）を受ける電気
通信事業者を含む。）の相互間で、番号ポータ
ビリティが可能であること。ただし、番号ポー
タビリティの実施に係る技術的な困難性、番
号ポータビリティを実施しないことによる利
用者への影響その他の事情を勘案して総務大
臣が特に認める場合を除く。
第３ 自ら指定を受ける固定電話番号を使用
してモバイル網固定電話を提供する者、
自ら指定を受ける固定電話番号を使用す
る卸電気通信役務の提供の相手方が当該
卸電気通信役務を利用してモバイル網固
定電話を提供する場合における当該卸電
気通信役務を提供する者及び卸電気通信
役務を利用してモバイル網固定電話を提
供する者にあっては、次のとおりとする。

１ モバイル網固定電話を提供するための電
気通信設備が、法第41条第１項、第２項又
は第３項の適用を受けるものであり、かつ、
事業用電気通信設備の自己確認を行ってい
ること。
２ 固定電話番号の示す地理的識別地域と異
なる電気通信番号が利用されないための技
術的措置を講ずること。
３ 利用者の端末設備等が固定電話番号の示
す地理的識別地域の外で使用されないため
の技術的措置を講ずること。
４ 他の電気通信事業者の電気通信設備との
網間信号接続に関し、次に掲げる要件をい
ずれも満たすこと。ただし、総務大臣が特
に認める場合を除く。
 インターネットプロトコルを使用して
直接接続する方法（ＥＮＵＭ方式に限
る。）により、網間信号接続を行うこと。
 第一種指定電気通信設備及び全ての網
間信号接続対象事業者の電気通信設備と
網間信号接続を行うこと。
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５ １から４までを満たすための機能を端末
設備等に委ねている場合は、最終利用者が
自ら変更した端末設備等の設定を無効とす
る技術的措置等を講ずること。
６ モバイル網固定電話の提供に関する契約
を締結するに際しては、別表第１に定める
市外局番に応じた番号区画に、利用者の端
末設備等の設置場所が含まれることを確認
すること。
７ 他の電気通信事業者の設置した電気通信
設備を利用してモバイル網固定電話を提供
する場合又は自ら設置した電気通信設備を
利用して他の電気通信事業者がモバイル網
固定電話を提供する場合は、１から６まで
に関して電気通信事業者間における取決め
を行うこと。
第４ 電話転送役務（モバイル網固定電話に
付加する電話転送役務であって、発信転
送又は着信転送における利用者設備識別
番号として固定電話番号を使用する場合
に限る。以下この第４において同じ。）を
提供する者にあっては、次のとおりとす
る。

１ 電話転送役務の提供に関する契約を締結
するに際しては、次に掲げるところにより、
最終利用者の確認を行うこと。
 別表第４に定める方法により、本人特
定事項の確認を行うこと。
 活動の拠点（利用者の端末設備等が設
置されるものに限る。）が、番号区画（別
表第１に定める市外局番に応じた番号区
画であって、電話転送役務に使用される
固定電話番号に係るものをいう。以下こ
の第４において同じ。）の区域内にあるこ
とを確認すること。ただし、活動の拠点
が複数存在する場合にあっては、活動の
拠点（利用者の端末設備等が設置される
ものに限る。）及び主たる活動の拠点が、
番号区画の区域内にあることを確認する
こと。
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２ 電話転送役務の提供に関する契約を締結
するに際しては、電話転送役務に使用され
る固定電話番号により識別される利用者の
端末設備等が、番号区画の区域内にある最
終利用者の活動の拠点に設置されているこ
とを確認すること。
３ 発信転送を行う機能のみを提供する場合
であって、当該発信転送に係る発信元の電
気通信番号を通知しないこととするために
必要な措置又は固定電話番号以外の電気通
信番号を通知するために必要な措置（当該
発信転送に係る発信元を誤認させるおそれ
がない場合に限る。）が講じられているとき
は、１及び２の規定は適用しない。
４ 電話転送役務の提供に係る電気通信設備
について、特定総合品質又はこれと同程度
の音声伝送に関する品質を満たしているこ
との確認が行われていること。ただし、当
該電気通信設備について事業用電気通信設
備の自己確認（電気通信番号を使用して音
声伝送役務の提供の用に供するものに限
る。）が行われているものである場合は、こ
の限りでない。
５ 発信転送を行う機能を提供する場合で
あって、品質に係る規定を満たすことを確
認していない旨を着信者へ通知するために
必要な措置又は当該発信転送に係る発信元
の電気通信番号を通知しないこととするた
めに必要な措置が講じられているときは、
当該機能の提供について４の規定は適用し
ない。
６ 着信転送を行う機能を提供する場合で
あって、品質に係る規定を満たすことを確
認していない旨を発信者へ通知するために
必要な措置が講じられているときは、当該
機能の提供について４の規定は適用しな
い。

［略］ ［同左］

［注１～４ 略］ ［注１～４ 同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 下 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 下 線 は 注 記 で あ る 。
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
総
合
品
質
）

（
総
合
品
質
）

第
五
条

﹇
略
﹈

第
五
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

３

規
則
第
三
十
五
条
の
二
十
六
第
一
項
（
規
則
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
及
び
第
四
十
五
条
の
八
第
八
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
総
合
品
質
の
基
準
は
、
電
気
通
信
事
業
者
の
用
い
る
モ
バ
イ
ル

網
固
定
電
話
用
設
備
に
接
続
す
る
端
末
設
備
等
相
互
間
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

一

Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｔ
Ｐ
．
863

勧
告
に
お
け
るＰ
Ｏ
Ｌ
Ｑ
Ａ

値
を
三
・
一
を
超
え
る
値
と
し
、Ｇ

．
114

勧
告
に

お
け
る
平
均
遅
延
の
値
を
四
〇
〇
ミ
リ
秒
未
満
と
す
る
。た
だ
し
、こ
れ
ら
の
値
を
算
出
で
き
る
確
率
が
〇
・

九
五
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｔ
Ｐ
．
863

勧
告
に
お
け
るＰ

Ｏ
Ｌ
Ｑ
Ａ

値
を
三
・
六
を
超
え
る
値
と
し
、Ｇ

．
114

勧
告
に

お
け
る
平
均
遅
延
の
値
を
五
〇
〇
ミ
リ
秒
未
満
と
す
る
。た
だ
し
、こ
れ
ら
の
値
を
算
出
で
き
る
確
率
が
〇
・

九
五
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
総
務
省
令
第
百
二
十
号
）
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
第
三
十
五
条
の
二
十
六（
同

令
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
及
び
第
四
十
五
条
の
八
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
例
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
六
十
年
郵

政
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号
第
五
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

電
気
通
信
事
業
者
（
電
気
通
信
事
業
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
告
示
に
よ
る
変
更
後
の
電
気
通
信
番
号
計
画
（
以
下
「
新
計
画
」

と
い
う
。）の
規
定
に
適
合
す
る
電
気
通
信
番
号
使
用
計
画
を
作
成
し
、
同
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
認
定
に
係
る
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

電
気
通
信
事
業
者
は
、
こ
の
告
示
の
公
示
の
際
現
に
電
気
通
信
事
業
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
電
気
通
信
番
号
使
用
計
画
に
つ
い
て
、
新
計
画
の
規
定
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て

も
、
同
法
第
五
十
条
の
六
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
係
る
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

総
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
電
気
通
信
事
業
法
第
五
十
条
の
四
（
同
法
第
五
十
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
五
十

条
の
二
第
一
項
の
認
定
又
は
同
法
第
五
十
条
の
六
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
八
十
七
号

事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
五
条
の
二
十
六
第
一
項
（
同
令
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
及
び
第
四
十
五
条
の
八
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
年

郵
政
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号
（
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
の
細
目
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

四

妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公
園

笹
ヶ
峰
園
地
事
業
（
令
和
三
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二
十
三
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

笹
ヶ
峰
園
地

新
潟
県
妙
高
市
（
笹
ヶ
峰
集
団
施
設
地
区
）

笹
ヶ
峰
野
営
場
事
業
（
令
和
三
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二
十
三
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

笹
ヶ
峰
野
営
場

新
潟
県
妙
高
市
（
笹
ヶ
峰
集
団
施
設
地
区
）

五

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園

紅
葉
ヶ
丘
宿
舎
事
業
（
令
和
七
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
九
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

紅
葉
ヶ
丘
宿
舎

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
（
紅
葉
ヶ
丘
）

大
室
山
宿
舎
事
業
（
昭
和
五
十
九
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
四
十
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

大
室
山
宿
舎

静
岡
県
伊
東
市
（
大
室
山
）

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
六
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
国
立
公
園

に
関
す
る
公
園
事
業
を
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

事
業
決
定
書
及
び
こ
れ
ら
の
公
園
事
業
の
位
置
を
表
示
し
た
図
面
は
、環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、

環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園

公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

路

線

東
富
士
五
湖
線
道
路
（
車
道
）

起
点

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村（
籠
坂
峠
・
国
立
公
園
境
界
）

終
点

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
（
船
津
剣
丸
尾
・
国
立

公
園
境
界
）

二

中
部
山
岳
国
立
公
園

公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

三
俣
蓮
華
岳
野
営
場

富
山
県
富
山
市
（
三
俣
蓮
華
岳
）

唐
松
岳
野
営
場

富
山
県
黒
部
市
（
唐
松
岳
）

五
竜
岳
野
営
場

富
山
県
黒
部
市
（
五
竜
岳
）

針
ノ
木
峠
野
営
場

富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
及
び
長
野
県
大
町
市
（
針
ノ
木
峠
）

船
窪
山
野
営
場

長
野
県
大
町
市
（
船
窪
山
）

風
吹
大
池
野
営
場

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
（
風
吹
大
池
）

烏
帽
子
岳
野
営
場

長
野
県
大
町
市
（
烏
帽
子
岳
）

餓
鬼
岳
野
営
場

長
野
県
大
町
市
（
餓
鬼
岳
）

湯
俣
野
営
場

長
野
県
大
町
市
（
湯
俣
）

白
馬
岳
野
営
場

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
（
白
馬
岳
）

鑓
温
泉
野
営
場

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
（
鑓
温
泉
）

白
馬
天
狗
池
野
営
場

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
（
白
馬
天
狗
池
）

白
馬
尻
野
営
場

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
（
白
馬
尻
）

白
馬
大
池
野
営
場

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
（
白
馬
大
池
）

三

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

路

線

雑
賀
崎
海
岸
線
道
路
（
歩
道
）

起
点

和
歌
山
県
和
歌
山
市
（
田
野
・
国
立
公
園
境
界
）

終
点

和
歌
山
県
和
歌
山
市
（
田
野
・
国
立
公
園
境
界
）

四

や
ん
ば
る
国
立
公
園

公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

津
波
園
地

沖
縄
県
国
頭
郡
大
宜
味
村
（
津
波
）

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
七
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
国
立
公
園
に
関
す
る
公
園
事
業
を
廃
止
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

事
業
廃
止
書
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

三
陸
復
興
国
立
公
園

公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

公

示

宮
古
姉
ヶ
崎
博
物
展
示
施
設

岩
手
県
宮
古
市
（
宮
古
姉
ヶ
崎
集
団
施

設
地
区
）

平
成
十
七
年
七
月
環
境
省
告
示
第

八
十
号

二

妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公
園

公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

公

示

笹
ヶ
峰
運
動
場

新
潟
県
妙
高
市
（
笹
ヶ
峰
集
団
施
設
地

区
）

令
和
三
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二

十
二
号

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
八
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
国
立
公
園
に
関
す
る
公
園
事
業
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

事
業
変
更
書
及
び
こ
れ
ら
の
公
園
事
業
の
位
置
を
表
示
し
た
図
面
は
、環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、

環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

大
雪
山
国
立
公
園

天
人
峡
園
地
事
業
（
平
成
七
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
六
十
一
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

天
人
峡
園
地

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
及
び
北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
（
天
人
峡
）

天
人
峡
宿
舎
事
業
（
平
成
七
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
六
十
一
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

天
人
峡
宿
舎

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
及
び
北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
（
天
人
峡
）

二

三
陸
復
興
国
立
公
園

宮
古
姉
ヶ
崎
園
地
事
業
（
平
成
十
七
年
七
月
環
境
省
告
示
第
八
十
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

宮
古
姉
ヶ
崎
園
地

岩
手
県
宮
古
市
（
宮
古
姉
ヶ
崎
集
団
施
設
地
区
）

宮
古
姉
ヶ
崎
野
営
場
事
業
（
平
成
十
七
年
七
月
環
境
省
告
示
第
八
十
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

宮
古
姉
ヶ
崎
野
営
場

岩
手
県
宮
古
市
（
宮
古
姉
ヶ
崎
集
団
施
設
地
区
）

三

上
信
越
高
原
国
立
公
園

菅
平
運
動
場
事
業
（
平
成
二
十
八
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二
十
四
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

菅
平
運
動
場

長
野
県
上
田
市
（
菅
平
）





そ

の

他

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改
正

後
改

正
前

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
係
る

大
臣
管
理
区
分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
係
る
知
事
管
理
区

分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。）に
お
け
る
漁
業
法
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
15条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
係
る

大
臣
管
理
区
分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
係
る
知
事
管
理
区

分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。）に
お
け
る
漁
業
法
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
15条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）

第
一
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）

一
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１
項
第
１
号
関
係
）

一
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１
項
第
１
号
関
係
）

40158ト
ン
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令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

余
背
宿
舎
事
業
（
平
成
四
年
一
月
環
境
庁
告
示
第
三
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

余
背
宿
舎

東
京
都
大
島
町
（
余
背
）

六

中
部
山
岳
国
立
公
園

双
六
池
宿
舎
事
業
（
令
和
三
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二
十
三
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

双
六
池
宿
舎

長
野
県
大
町
市
及
び
岐
阜
県
高
山
市
（
双
六
池
）

黒
部
五
郎
岳
宿
舎
事
業
（
令
和
五
年
四
月
環
境
省
告
示
第
四
十
二
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

黒
部
五
郎
岳
宿
舎

富
山
県
富
山
市
及
び
岐
阜
県
高
山
市
（
黒
部
五
郎
岳
）

西
岳
宿
舎
事
業
（
昭
和
五
十
九
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
四
十
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

西
岳
宿
舎

長
野
県
松
本
市
（
西
岳
）

乗
鞍
高
原
宿
舎
事
業
（
令
和
七
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
九
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

乗
鞍
高
原
宿
舎

長
野
県
松
本
市
安
曇
（
乗
鞍
高
原
集
団
施
設
地
区
）

七

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

慶
野
松
原
園
地
事
業
（
昭
和
六
十
二
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
三
十
四
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

慶
野
松
原
園
地

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
（
慶
野
松
原
）

雑
賀
崎
宿
舎
事
業
（
平
成
四
年
一
月
環
境
庁
告
示
第
三
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

雑
賀
崎
宿
舎

和
歌
山
県
和
歌
山
市
（
雑
賀
崎
）

慶
野
松
原
宿
舎
事
業
（
昭
和
六
十
二
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
三
十
四
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

慶
野
松
原
宿
舎

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
（
慶
野
松
原
）

慶
野
松
原
野
営
場
事
業
（
昭
和
五
十
九
年
八
月
環
境
庁
告
示
第
三
十
九
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

慶
野
松
原
野
営
場

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
（
慶
野
松
原
）

八

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

南
阿
蘇
園
地
事
業
（
令
和
五
年
九
月
環
境
省
告
示
第
六
十
七
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

南
阿
蘇
園
地

熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
（
南
阿
蘇
集
団
施
設
地
区
）

南
阿
蘇
野
営
場
事
業
（
平
成
元
年
九
月
環
境
庁
告
示
第
四
十
一
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

南
阿
蘇
野
営
場

熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
（
南
阿
蘇
集
団
施
設
地
区
）

九

霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園

霧
島
神
宮
前
園
地
事
業
（
昭
和
六
十
二
年
二
月
環
境
庁
告
示
第
四
号
に
よ
り
公
示
）
の
変
更

変
更
後
の
公
園
事
業
の
名
称
及
び
種
類

区

域

霧
島
神
宮
前
園
地

鹿
児
島
県
霧
島
市
（
霧
島
神
宮
前
）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
八
号
（
特
定
水
産
資
源
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ（
大
型
魚
））

に
関
す
る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新





二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１項第２号関係） 二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１項第２号関係）

都 道 府 県 都 道 府 県 別 漁 獲 可 能 量 都 道 府 県 都 道 府 県 別 漁 獲 可 能 量

北海道 847 北海道 847

法第15条第１項第２号の都道府県別漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道府県ごとに、
それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

法第15条第１項第２号の都道府県別漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道府県ごとに、
それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

（単位：トン） （単位：トン）

青森県 3353 青森県 3353

岩手県 1068 岩手県 1068

宮城県 640 宮城県 640

秋田県 511 秋田県 511

山形県 88 山形県 88

福島県 300 福島県 300

茨城県 433 茨城県 433

千葉県 987 千葉県 987

東京都 109 東京都 109

神奈川県 567 神奈川県 567

新潟県 1192 新潟県 1192

富山県 1239 富山県 1239

石川県 1119 石川県 1119

福井県 548 福井県 548

静岡県 528 静岡県 528

愛知県 10 愛知県 10

三重県 653 三重県 653

京都府 581 京都府 581

大阪府 10 大阪府 10

兵庫県 258 兵庫県 258

和歌山県 537 和歌山県 537

鳥取県 238 鳥取県 238

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






島根県 1224 島根県 1224

岡山県 10 岡山県 10

広島県 10 広島県 10

山口県 999 山口県 999

徳島県 417 徳島県 417

香川県 10 香川県 10

愛媛県 303 愛媛県 303

高知県 1002 高知県 1002

福岡県 173 福岡県 173

佐賀県 220 佐賀県 220

長崎県 8719 長崎県 8719

熊本県 338 熊本県 338

大分県 210 大分県 210

宮崎県 213 宮崎県 213

鹿児島県 523 鹿児島県 523

沖縄県 01 沖縄県 01

三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項第３号関係） 三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項第３号関係）

大 臣 管 理 区 分 大 臣 管 理 漁 獲 可 能 量 大 臣 管 理 区 分 大 臣 管 理 漁 獲 可 能 量

くろまぐろ（小型魚）大中型まき網漁業 8841 くろまぐろ（小型魚）大中型まき網漁業 8841

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管理区分ごと
に、それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管理区分ごと
に、それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

（単位：トン） （単位：トン）

くろまぐろ（小型魚）かじき等流し網漁業
等

142 くろまぐろ（小型魚）かじき等流し網漁業
等

142

くろまぐろ（小型魚）かつお・まぐろ漁業 491 くろまぐろ（小型魚）かつお・まぐろ漁業 491

第二 くろまぐろ（大型魚） 第二 くろまぐろ（大型魚）
一 漁獲可能量（法第15条第１項第１号関係） 一 漁獲可能量（法第15条第１項第１号関係）
105047トン 105047トン

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１項第２号関係） 二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１項第２号関係）

都 道 府 県 都 道 府 県 別 漁 獲 可 能 量 都 道 府 県 都 道 府 県 別 漁 獲 可 能 量

北海道 6497


北海道 6447


法第15条第１項第２号の都道府県別漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道府県ごとに、
それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

法第15条第１項第２号の都道府県別漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道府県ごとに、
それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

（単位：トン） （単位：トン）

青森県 8341 青森県 8341

岩手県 1082 岩手県 1082

宮城県 787 宮城県 787

秋田県 669 秋田県 669

山形県 835 山形県 835

福島県 20 福島県 20

茨城県 246 茨城県 246

千葉県 937 千葉県 937

東京都 1020 東京都 1020

神奈川県 360 神奈川県 360

新潟県 1586 新潟県 1586

富山県 412 富山県 412

石川県 712


石川県 762


福井県 412 福井県 412

静岡県 605 静岡県 605

愛知県 20 愛知県 20

三重県 579 三重県 579

京都府 563 京都府 563

大阪府 20 大阪府 20

兵庫県 309 兵庫県 309

和歌山県 678 和歌山県 678

鳥取県 228 鳥取県 228

島根県 567 島根県 567

岡山県 20 岡山県 20

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






広島県 20 広島県 20

山口県 1460 山口県 1460

徳島県 251 徳島県 251

香川県 20 香川県 20

愛媛県 227 愛媛県 227

高知県 450 高知県 450

福岡県 527 福岡県 527

佐賀県 308 佐賀県 308

長崎県 4445 長崎県 4445

熊本県 230 熊本県 230

大分県 282 大分県 282

宮崎県 674 宮崎県 674

鹿児島県 390 鹿児島県 390

沖縄県 2600 沖縄県 2600

三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項第３号関係） 三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項第３号関係）

大 臣 管 理 区 分 大 臣 管 理 漁 獲 可 能 量 大 臣 管 理 区 分 大 臣 管 理 漁 獲 可 能 量

くろまぐろ（大型魚）大中型まき網漁業（漁
獲量の総量の管理を行う管理区分）

31383 くろまぐろ（大型魚）大中型まき網漁業（漁
獲量の総量の管理を行う管理区分）

31383

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管理区分ごと
に、それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管理区分ごと
に、それぞれ同表の右欄に掲げる数量とする。

（単位：トン） （単位：トン）

くろまぐろ（大型魚）大中型まき網漁業（漁
獲割当てによる管理を行う区分）

19624 くろまぐろ（大型魚）大中型まき網漁業（漁
獲割当てによる管理を行う区分）

19624

くろまぐろ（大型魚）かじき等流し網漁業
等

866 くろまぐろ（大型魚）かじき等流し網漁業
等

866

くろまぐろ（大型魚）かつお・まぐろ漁業
（漁獲量の総量の管理を行う区分）

165 くろまぐろ（大型魚）かつお・まぐろ漁業
（漁獲量の総量の管理を行う区分）

165

くろまぐろ（大型魚）かつお・まぐろ漁業
（漁獲割当てによる管理を行う管理区分）

11533 くろまぐろ（大型魚）かつお・まぐろ漁業
（漁獲割当てによる管理を行う管理区分）

11533

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






公 告

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

諸 事 項
破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止





令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続終結及び免責許可決定





令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

免責許可決定





令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






〇 〇

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

(
分
冊
の

)






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報 小規模個人再生による再生計

画認可






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

札
幌
市
手
稲
区
星
置
二
条
八
丁
目
二
番
一
号

丸
京
有
限
会
社

清
算
人

高
貝

俊
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

札
幌
市
白
石
区
北
郷
五
条
七
丁
目
一
番
三
四
号

丸
幸
有
限
会
社

清
算
人

高
貝

俊
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

札
幌
市
手
稲
区
前
田
八
条
十
五
丁
目
二
番
一
二
号

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
工
房
モ
ノ
リ
ス

清
算
人

若
本

勉

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岩
手
県
盛
岡
市
天
神
町
一
三
番
二
九
号

有
限
会
社
岩
手
サ
ン
ア
イ
コ
ス
モ

清
算
人

髙
橋

秀
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岩
手
県
一
関
市
川
崎
町
薄
衣
字
須
崎
八
番
地
一

ゾ
ル
バ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

カ
ン
デ
ル

デ
ィ
ク
シ
ャ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

宮
城
県
塩

市
新
浜
町
一
丁
目
四
七
番
六
号

有
限
会
社
丸
正
渡
辺
商
店

清
算
人

渡
邉

正
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

宮
城
県
多
賀
城
市
鶴
ケ
谷
二
丁
目
一
三
番
五
号

浜
田
工
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

濱
田

久
晴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
石
岡
市
杉
並
四
丁
目
二
番
四
七
号

住
ま
い
る
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

矢
口

敏
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
開
催
の
総
社
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
牛
久
市
岡
見
町
二
一
〇
七
番
地
の
一

浅
野
合
同
会
社

代
表
清
算
人

浅
野

武
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
宍
倉
五
七
五
八
番
地
の
三

有
限
会
社
原
田
工
務
店

清
算
人

原
田

和
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
南
平
台
三
丁
目
二
九
番
地

一
三

有
限
会
社
チ
ェ
リ
ー

清
算
人

國
枝

栄

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
一
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
水
戸
市
吉
沢
町
六
九
九
番
地
の
四

特
定
非
営
利
活
動
法
人
よ
つ
葉
ナ
ー
サ
リ
ー

清
算
人

吉
澤
久
美
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
久
喜
市
東
大
輪
一
三
九
番
地
一
七

有
限
会
社
信
栄
商
事

清
算
人

池
田

清
美

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
下
間
久
里
一
〇
六
五
番
地
一

有
限
会
社
三
豊
建
設

清
算
人

飯
村

豊
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
坂
戸
市
三
光
町
三
番
二
七
号
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
一
〇
三
号
室

文
一
合
同
会
社

清
算
人

文

恵
福

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
吉
岡
一
七
六
五
番
地
の

一
プ
レ
ジ
ー
ル
一
〇
三
号

株
式
会
社
レ
ス
タ

代
表
清
算
人

池
脇

雅
之





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字
大
針
二
九
九
番
地

一
〇

株
式
会
社
田
中
工
業

代
表
清
算
人

田
中

雅
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
三
丁
目
五
五

六
番
地
二

株
式
会
社
康
哲

代
表
清
算
人

鈴
木

良
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
越
谷
市
蒲
生
愛
宕
町
六
番
七
五
号

有
限
会
社
ワ
タ
テ
ツ

清
算
人

渡
邉

祐
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
存
続
期
間
の
満
了
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
高
洲
二
丁
目
七
番
六
棟
四

〇
二
号

イ
ー
パ
オ
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｄ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｎ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

千
葉
県
我
孫
子
市
泉
二
八
番
五
号有

限
会
社
セ
ガ
ワ

清
算
人

瀬
川
紀
美
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
二
丁
目
四
番
八
号
ウ
ィ

ン
ド
恵
比
寿
ビ
ル
八
Ｆ

株
式
会
社
ソ
レ
ク
テ
ィ
ブ

代
表
清
算
人

ウ
ォ
ン
・
ア
レ
ン
・
ダ
ブ
ル

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
武
蔵
村
山
市
大
南
五
丁
目
二
番
地
の
一
エ

ス
テ
ー
ト
大
南
公
園
一
二

二
〇
一
号

株
式
会
社
ナ
イ
ス
ナ
イ
ス

代
表
清
算
人

森
本

達
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一

二
六

二
新
宿
野
村

ビ
ル
四
八
〇
八

株
式
会
社
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ

代
表
清
算
人

李

昌
禧

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
一
丁
目
二
三
番
一
〇

一

〇
二
号

合
同
会
社
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
清
算
人

株
式
会
社
エ
バ
ー
ヴ
ァ
イ
ン

職
務
執
行
者

佐
藤

創

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
一
丁
目
二
三
番
一
〇

一

〇
二
号

合
同
会
社
ジ
ェ
ネ
シ
ス

代
表
清
算
人

株
式
会
社
エ
バ
ー
ヴ
ァ
イ
ン

職
務
執
行
者

佐
藤

創

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
大
田
区
池
上
七
丁
目
一
一
番
八
号

株
式
会
社
Ｊ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
Ｈ

代
表
清
算
人

西
岡

弘
則

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
二
三
番
一
号

モ
グ
ナ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

田
中

良
和

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
芝
浦
一
丁
目
三
番
三
号
浜
松
町
ラ
イ

ズ
ス
ク
エ
ア
六
階

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

安
藤

浩

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
大
田
区
久
が
原
一
丁
目
五
番
七
号

ナ
カ
ノ
建
設
株
式
会
社

代
表
清
算
人

米
山

圭
輔

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
八
王
子
市
横
川
町
九
〇
五

三
四

合
同
会
社
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ

清
算
人

稲
垣
あ
か
ね

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
三
番
四
号

Ｆ
ｕ
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
ｄ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

ブ
ラ
ウ
ン

昭
サ
ク
ラ
イ

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
九
番
一
号
日
本
橋

三
丁
目
ス
ク
エ
ア
一
一
階

Ｓ
ｋ
ｙ
Ｋ
ｉ
ｃ
ｋ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
レ
ー
ン
・
ポ
ー





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
会
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
会
社
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ｌ
１

代
表
清
算
人

秋
山

翔
平

解
散
公
告

当
会
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
会
社
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ｌ
２

代
表
清
算
人

秋
山

翔
平

解
散
公
告

当
会
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
会
社
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ｍ
１

代
表
清
算
人

津
坂

純

解
散
公
告

当
会
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
会
社
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ｍ
２

代
表
清
算
人

津
坂

純

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
一
丁
目
一
四
番
一
四
号

Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

株
式
会
社

代
表
清
算
人

北
岡

直
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
台
東
区
柳
橋
一
丁
目
二
三
番
三
号
Ｖ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
浅
草
橋
駅
前
八
階

合
同
会
社
モ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
二
号

清
算
人

手
塚

誠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
台
東
区
柳
橋
一
丁
目
二
三
番
三
号
Ｖ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
浅
草
橋
駅
前
八
階

合
同
会
社
モ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
三
号

清
算
人

手
塚

誠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
七
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
七

一
一

三

東
京
緑
輝
商
貿
合
同
会
社

代
表
清
算
人

方

智

明

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
一
丁
目
一
一
番
一
二

号
日
本
橋
水
野
ビ
ル
七
階

Ｌ
Ｒ
Ｓ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

柳
澤

も
え

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
五
番
三
号

株
式
会
社
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

代
表
清
算
人

太
田

賀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一
号
明
治

生
命
館
七
階
デ
ィ
ー
エ
ル
エ
イ
・
パ
イ
パ
ー
東
京

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
外
国
法
共
同
事
業
法
律
事
務

所
内Ｅ

ｎ
ｖ
ｏ
ｃ
ｏ
ｒ
ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社

清
算
人

ス
コ
ッ
ト
・
マ
ク
ル
ー
ア

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
、
総
社
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
。
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
座
間
市
東
原
一
丁
目
一
二
番
四
の
一
号

合
同
会
社
ク
ッ
ピ
ー
ジ
ャ
パ
ン

代
表
清
算
人

稲
福

勇
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
小
和
田
一
丁
目
二
〇
番
二
五
号

有
限
会
社
ア
イ
シ
ン

清
算
人

佐
保

安
秀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
港
北
区
綱
島
東
三
丁
目
四
番
四
〇
号

有
限
会
社
文
芸
旅
行
社

清
算
人

奥
澤

博
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
尾
上
町
六
丁
目
八
七
番
一

ダ
イ
ム
ラ
ー
ビ
ル

合
同
会
社
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト

清
算
人

吉
永

大
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
東
百
合
丘
四
丁
目
四
三

番
二
二
号

サ
ワ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

代
表
清
算
人

吉
澤

剛





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
戸
塚
区
矢
部
町
一
三
五

四
二

株
式
会
社
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｑ
ｕ
ｂ
ｉ
ｔ
ｓ

代
表
清
算
人

本
木

裕
介

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
七
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
金
谷
一
丁
目
一
〇
番
二
三
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
架
橋
書
会

清
算
人

山
本

信

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
西
区
北
幸
一
丁
目
一
一
番
一
号

大
納
言
株
式
会
社

代
表
清
算
人

久
保

渉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
中
区
末
吉
町
一
丁
目
六
番
地

有
限
会
社
森
田
屋

清
算
人

森

義
晴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
平
塚
市
ふ
じ
み
野
一
丁
目
二
七
番
一
〇
号

有
限
会
社
電
化
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
み
野

清
算
人

佐
々
木
芳
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
金
沢
区
柳
町
一
八
番
二
号

有
限
会
社
エ
ン
ゼ
ル
薬
局

代
表
清
算
人

清
水

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

石
川
県
金
沢
市
大
豆
田
本
町
ハ
一
七
番
地
二

株
式
会
社
ア
ク
ト
Ｈ
Ｄ

代
表
清
算
人

雲
井

克
仁

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
通
常
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
井
県
福
井
市
松
城
町
一
二
番
七
号

東
部
商
業
開
発
事
業
協
同
組
合

清
算
人

小
出

賢

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
井
県
福
井
市
帆
谷
町
四

三

株
式
会
社
ド
ビ
ー
エ
ス
エ
フ

代
表
清
算
人

上
田

英
司

連
絡
先

埼
玉
県
川
口
市
東
川
口
五

一
三

一

五

一
〇
七
コ
ン
・
ア
モ
ー
レ
東
川
口

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

山
梨
県
都
留
市
つ
る
三
丁
目
六
番
三
号
二
Ｆ

エ
ス
テ
ィ
ー
産
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
林

幸
博

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

長
野
市
大
字
長
野
横
沢
町
六
八
七
番
地

株
式
会
社
や
ま
び
こ

代
表
清
算
人

山
本

章
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岐
阜
県
高
山
市
吹
屋
町
一
五
二
番
地
の
二

ア
ラ
タ
板
金
有
限
会
社

清
算
人

新
田

哲
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岐
阜
県
恵
那
市
山
岡
町
原
一
〇
二
三
番
地

有
限
会
社
山
ホ
鉱
山

清
算
人

堀

恵
美
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岐
阜
県
関
市
武
芸
川
町
宇
多
院
一
一
〇
七
番
地

株
式
会
社
松
本
紙
器
工
業
所

代
表
清
算
人

松
本

和
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

静
岡
県
沼
津
市
大
岡
二
一
七
〇
番
地
の
一

株
式
会
社
ｋ
ｏ
ｅ

ｄ
ｏ
ｎ
ｕ
ｔ
ｓ

代
表
清
算
人

橘

真
之

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
田
町
二
二
三

二
一

合
同
会
社
夕
陽
ケ
丘
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

清
算
人

塩
田

雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
一
三
〇
一
番
地

株
式
会
社
ス
ギ
ヤ
マ

代
表
清
算
人

杉
山

典
子





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

愛
知
県
豊
橋
市
福
岡
町
四
二
番
地

株
式
会
社
天
水

代
表
清
算
人

加
藤

正
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

愛
知
県
清
須
市
春
日
東
出
八
五
番
地

株
式
会
社
錦

代
表
清
算
人

早
川

雅
紀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
九
番
三
号

合
同
会
社
元
気
市
場
創
造
フ
ァ
ン
ド
１
号

清
算
人

鈴
江

正
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

三
重
県
鈴
鹿
市
若
松
北
一
丁
目
二
八

二
九

株
式
会
社
ふ
く
ろ
う

代
表
清
算
人

佐
々
木
康
光

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

滋
賀
県
大
津
市
神
領
二
丁
目
三
七
番
二
六
号

ア
ー
ク
株
式
会
社

代
表
清
算
人

矢
野

賢
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

京
都
市
山
科
区
大
宅
桟
敷
二
番
地
一
五

有
限
会
社
Ｓ
＆
Ｓ

清
算
人

城
田

松
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

京
都
市
南
区
東
九
条
中
殿
田
町
一
番
地
一
四

株
式
会
社
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ

代
表
清
算
人

渡
辺

美
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
北
区
梅
田
二
丁
目
一
番
三
号

刀
イ
マ
ー
シ
ブ
合
同
会
社

清
算
人

株
式
会
社
刀

職
務
執
行
者

田
村

考

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
中
央
区
常
盤
町
二
丁
目
一
番
八
号
Ｆ
Ｇ
ビ

ル
大
阪
六
〇
二

日
本
清
和
投
資
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

井
手

司

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
府
茨
木
市
彩
都
あ
さ
ぎ
六
丁
目
八
番
九
号

安
信
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

陳

栄
剛

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
町
一
一

二
九
朝
日
プ
ラ

ザ
高
津
第
一

一
〇
八
Ｚ

日
本
藍
牛
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
大
正
区
三
軒
家
西
三
丁
目
四
番
一
六
号

中
山
ビ
ル
一
〇
四
四

翼
棠
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
大
正
区
三
軒
家
西
三
丁
目
四
番
一
六
号

中
山
ビ
ル
一
〇
〇
九

傑
飛
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
大
正
区
三
軒
家
西
三
丁
目
四
番
一
六
号

中
山
ビ
ル
四
〇
四
Ａ

株
式
会
社
カ
ネ
カ
イ
産
業

代
表
清
算
人

梅

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
大
正
区
三
軒
家
西
三
丁
目
四
番
一
六
号

中
山
ビ
ル
一
〇
一
二

中
立
株
式
会
社

代
表
清
算
人

邢

亜
洲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
生
野
区
小
路
東
六
丁
目
八
番
一
七
号
昭
和

エ
ク
セ
ル
ビ
ュ
ー
東
大
阪
一
〇
三

Ｇ
二
五

影
正
科
技
株
式
会
社

代
表
清
算
人

王

占
傑

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
中
央
区
瓦
町
二
丁
目
六
番
一
四
号
高
山
瓦

町
ビ
ル

株
式
会
社
ク
ー
ラ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

代
表
清
算
人

呂

禮
正





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
府
東
大
阪
市
御
厨
中
一
丁
目
一
四
番
七
号

カ
ー
サ
ヴ
ェ
ル
デ
二
〇
一
号
室

株
式
会
社
江
南
セ
ム
ス

代
表
清
算
人

野
村

哲
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
中
央
区
高
津
三
丁
目
一
五
番
一
〇

一
一

〇
八
号

有
限
会
社
ノ
イ
・
ア
ー
ト

清
算
人

中
崎

完
仁

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
七
丁
目
八
番
五
号

全
日
商
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
鯛

稜
賀

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
府
茨
木
市
若
園
町
二
七
番
七
号

株
式
会
社
西
田
マ
ン
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

西
田

隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
対
し
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
天
が
岡
三
四
番
地
の
二

株
式
会
社
Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ

代
表
清
算
人

園
田

薫

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

兵
庫
県
姫
路
市
南
条
一
〇
番
地
二
Ｔ

Ｂ
Ｌ
Ｄ
南

条
三
階
三
〇
一
号
室

泰
進
建
設
株
式
会
社

代
表
清
算
人

田
中

純
耶

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
戸
市
灘
区
水
道
筋
一
丁
目
一
八
五
番
地

有
限
会
社
居
相
商
店

清
算
人

居
相

隆
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

兵
庫
県
姫
路
市
八
代
三
九
二
番
地
二

株
式
会
社
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｘ

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

代
表
清
算
人

加
古

覚

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
月

一
日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

和
歌
山
市
栄
谷
一
五
一
番
地
テ
レ
ビ
和
歌
山
内

一
般
社
団
法
人
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ

和
歌
山
県

代
表
清
算
人

吉
川

公
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

和
歌
山
県
田
辺
市
文
里
一
丁
目
三
四
番
一
四
号

株
式
会
社
保
険
工
房
ハ
ー
ト
ワ
ン

代
表
清
算
人

宮
本

勝
巳

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

島
根
県
出
雲
市
斐
川
町
出
西
二
四
〇
五
番
地
二

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
リ
リ
ー

代
表
清
算
人

戸
田

吉
隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岡
山
県
玉
野
市
和
田
一

一
六

三
八

株
式
会
社
イ
ン
・
ス
プ
リ
ン
グ

代
表
清
算
人

黒
川

圭
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

広
島
県
福
山
市
神
辺
町
大
字
川
北
六
六
〇
番
地

株
式
会
社
ハ
イ
ル
ー
フ

代
表
清
算
人

村
上

康
久

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

広
島
市
中
区
橋
本
町
八
番
一
四
号

株
式
会
社
広
島
県
度
量
衡

代
表
清
算
人

川
村

公
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

愛
媛
県
伊
予
市
上
野
九
四
〇
番
地

遠
東
貿
易
有
限
会
社

清
算
人

五
百
竹
英
二

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
五
月

十
九
日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

高
知
県
高
知
市
北
本
町
三
丁
目
四
番
二
七
号

一
般
社
団
法
人
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ

高
知

代
表
清
算
人

土
居

伸
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

岡
山
市
北
区
津
島
京
町
三
丁
目
一

三
三

晴
天
株
式
会
社

代
表
清
算
人

張

天
宇





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
比
恵
町
一
一
番
一
号

一
般
社
団
法
人
福
岡
移
動
無
線
セ
ン
タ
ー

代
表
清
算
人

野
上

正
嗣

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
岡
県
久
留
米
市
東
合
川
干
出
町
一
番
三
号

株
式
会
社
ヤ
マ
ヒ
ラ

代
表
清
算
人

梅
﨑

平

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
岡
県
筑
後
市
大
字
熊
野
一
二
八
八
番
地
一

一
般
社
団
法
人
カ
ラ
ダ
の
心
音
協
会

代
表
清
算
人

釘
﨑
美
智
代

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
大
字
河
陰
一
五
一
番
地
一

一
般
社
団
法
人
南
阿
蘇
村
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

久
保

尭
之

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
十
五
日
に
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
分
市
上
野
町
一
四
番
二
号

一
般
社
団
法
人
住
宅
建
築
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
務
所
大
分

代
表
清
算
人

德
永

繁
三

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
分
県
大
分
市
大
字
皆
春
三
二
三
番
地
の
一
ブ

ル
ー
テ
の
丘
Ａ
一
〇
一

合
同
会
社
佳
彩

清
算
人

高

君
竜

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

鹿
児
島
市
伊
敷
六
丁
目
一
八
番
一
号

有
限
会
社
ホ
ッ
ト
・
ク
リ
ー
ン

清
算
人

堀
之
内

勝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

鹿
児
島
県
霧
島
市
牧
園
町
宿
窪
田
二
一
五
八
番
地
一

有
限
会
社
堂
園
自
動
車
整
備
工
場

清
算
人

堂
園

陽
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

鹿
児
島
県
南
九
州
市
川
辺
町
小
野
一
二
四
九
番
地

有
限
会
社
南
田
建
設

清
算
人

南
田
し
く
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

鹿
児
島
市
田
上
二
丁
目
二
二
番
七
号

有
限
会
社
カ
ワ
ハ
ル
技
建

清
算
人

川
畑

治
彦

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

沖
縄
県
那
覇
市
字
国
場
三
三
七
番
地
五

一
般
社
団
法
人
Ｋ
’
ｓ
サ
ポ
ー
ト

代
表
清
算
人

亀
川

博
光

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
島
県
福
島
市
飯
坂
町
平
野
字
館
屋
敷
三
五
番
地

農
事
組
合
法
人
ア
グ
ラ
ン

清
算
人

篠
木

博
子

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
解
散
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
筑
西
市
二
木
成
一
二
六
七
番
地

医
療
法
人
賛
生
会

清
算
人

小
松
﨑

潔

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
解
散
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

沖
縄
県
国
頭
郡
金
武
町
字
金
武
三
九
九
番
地
の
一

医
療
法
人
い
つ
わ
会

清
算
人

石
山

利
法

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
社
員
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
五
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

北
海
道
余
市
郡
余
市
町
浜
中
町
二
〇
五
番
地
三

医
療
法
人
社
団
田
中
内
科
医
院

清
算
人

田
中

敦
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
五
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
及
び
長
野
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
十
月

五
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

長
野
県
駒
ヶ
根
市
赤
穂
一
六
三
〇
番
地
一

医
療
法
人
ま
つ
む
ら
小
児
科
医
院

清
算
人

松
村

忠
雄

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
八
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
及
び
長
野
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
十
月

五
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月

二
十
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

長
野
県
伊
那
市
西
春
近
二
六
八
〇
番
地
一

医
療
法
人
元
気
組

清
算
人

野
口

修

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
並
び
に
長
野
県
知
事
の

認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月

二
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

長
野
県
安
曇
野
市
堀
金
烏
川
二
五
八
一
番
地

医
療
法
人
米
倉
医
院

清
算
人

米
倉

博
之





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
一

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
府
守
口
市
八
雲
東
町
一
丁
目
一
〇
番
一
二
号

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
＆
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
組
合

清
算
人

中
村

勇

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
府
中
市
白
糸
台
四
丁
目
三
九
番
二
号

学
校
法
人
府
中
佼
成
学
園

清
算
人

橋
本

正
晴

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
開
催
の
責
任
役

員
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二

十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

三
重
県
熊
野
市
井
戸
町
字
松
原
五
六
八
番
地
一

宗
教
法
人
徐
福

清
算
人

山
田

英
男

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
本
荘
六
丁
目
一
二
番
一
四
号

医
療
法
人
阿
部
内
科
医
院

清
算
人

鈴
木

保
子





第９期決算公告 令和８年10月22日
東京都千代田区有楽町１丁目13番２号
第一生命日比谷ファースト７階
ＰＥＯＰＬＥ ＨＯＲＩＺＯＮ株式会社

代表取締役 奥村 真介
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 423,723
固 定 資 産 346,966
繰 延 資 産 8,056
資 産 合 計 778,745

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 297,290
固 定 負 債 118,949
株 主 資 本 362,505
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 22,500
資 本 準 備 金 22,500
利 益 剰 余 金 280,005
(うち当期純利益) (26,447)

負債・純資産合計 778,745

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 １ 期 決 算 公 告
令和８年９月９日
東京都豊島区東池袋一丁目21番11号

ＪａｐａｎＰａｙ株式会社
代表取締役 片平 潤

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 100,000
資 産 合 計 100,000

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 57,584
株 主 資 本 42,415
資 本 金 88,000
資 本 剰 余 金 12,000
資 本 準 備 金 12,000
利 益 剰 余 金 57,584
その他利益剰余金 57,584
(うち当期純損失) (57,584)

負債・純資産合計 100,000

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年９月 28 日
東京都新宿区西新宿七丁目５番２号

株式会社ＧＴＮキャリア
代表取締役 吉國 雄大

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 103,331
固 定 資 産 26,329
資 産 合 計 129,660

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 192,551
固 定 負 債 24,248
株 主 資 本 87,138
資 本 金 99,700
資 本 剰 余 金 2,500
資 本 準 備 金 2,500
利 益 剰 余 金 189,338
その他利益剰余金 189,338
(うち当期純損失) (16,395)

負債・純資産合計 129,660

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年９月 28 日
東京都豊島区東池袋一丁目21番11号

株式会社ＧＴＮコンシェルジュサービス
代表取締役 粟津 俊之

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 532,348
固 定 資 産 34,146
資 産 合 計 566,495

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 480,282
株 主 資 本 86,212
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 13,787
その他利益剰余金 13,787
(うち当期純利益) (10,295)

負債・純資産合計 566,495

第２期決算公告 令和８年９月29日
横浜市港北区新横浜二丁目３番地12
新横浜スクエアビル
ランテックジャパン株式会社

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 122,408
固 定 資 産 4,573
資 産 合 計 126,981

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 154,377
有給休暇引当金 8,108
賞 与 引 当 金 24,242
固 定 負 債 40,906
退職給与引当金 40,906
株 主 資 本 68,302
資 本 金 2,000
利 益 剰 余 金 70,302
その他利益剰余金 70,302
(うち当期純利益) (19,045)

負債・純資産合計 126,981

第 59 期決算公告 令和８年10月22日
静岡県富士市大渕字市十窪2463番地の10

不二軽窓販売株式会社
代表取締役 青栁 幸児

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,128,045
固 定 資 産 1,457,981
資 産 合 計 3,586,026

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,174,262
固 定 負 債 1,561,984
株 主 資 本 849,780
資 本 金 86,000
資 本 剰 余 金 42,420
利 益 剰 余 金 730,805
利 益 準 備 金 9,000
その他利益剰余金 721,805
(内当期利益) (65,318)
自 己 株 式 9,445
負債・純資産合計 3,586,026

第 32 期決算公告 令和８年10月22日
大阪市北区松ケ枝町１番39号

株式会社ジュッポーワークス
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 189,100
固 定 資 産 6,992
資 産 合 計 196,092

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 44,401
(うち賞与引当金) (1,655)
固 定 負 債 104,076
うち役員退職慰労
引当金  (51,080)
株 主 資 本 47,615
資 本 金 24,000
利 益 剰 余 金 23,615
利 益 準 備 金 3,710
その他利益剰余金 19,905
(うち当期純損失) (58,865)

負債・純資産合計 196,092

第 49 期決算公告 令和８年10月22日
大阪府八尾市高美町六丁目５番４号

竜田鋼業株式会社
代表取締役 佐藤 修一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 661,316
固 定 資 産 13,594
合 計 674,910

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 354,186
(うち賞与引当金) (3,183)
固 定 負 債 20,434
株 主 資 本 300,290
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 290,290
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 287,790
(うち当期純利益) (14,241)
合 計 674,910

第 36 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日

山梨県北杜市高根町清里3545番地5896
株式会社環境保全研究所
代表取締役社長 西銘 正彦

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,055,459 流 動 負 債 88,551
固 定 資 産 980,931 固 定 負 債 439,692
繰 延 資 産 36,463 株 主 資 本 1,544,611

資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 760
利 益 剰 余 金 1,509,651
利 益 準 備 金 13,090
その他利益剰余金 1,496,561
(うち当期純利益) (10,621)
自 己 株 式 25,800

資 産 合 計 2,072,855 負債・純資産合計 2,072,855

第 36 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日

山梨県北杜市高根町清里3545番地5896
株式会社宇宙環境保全センター

代表取締役社長 西銘 正彦
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 198,175 流 動 負 債 11,385
固 定 資 産 111,665 固 定 負 債 17,598
繰 延 資 産 73 株 主 資 本 280,931

資 本 金 40,000
資 本 剰 余 金 8,800
利 益 剰 余 金 263,731
利 益 準 備 金 2,092
その他利益剰余金 261,639
(うち当期純利益) (12,976)
自 己 株 式 31,600

資 産 合 計 309,915 負債・純資産合計 309,915

第 64 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日 東京都中央区銀座四丁目12番19号

日章興産株式会社
代表取締役 出光 正和

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 6,429 流 動 負 債 2,332
固 定 資 産 49,842 固 定 負 債 8,745

株 主 資 本 45,194
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 18
資 本 準 備 金 18
利 益 剰 余 金 55,987
利 益 準 備 金 30
その他利益剰余金 55,957
(うち当期純利益) (14,955)
自 己 株 式 10,911

資 産 合 計 56,271 負債・純資産合計 56,271

第 44 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日 三重県四日市市ときわ一丁目２番18号

アサヒグローバルホーム株式会社
代表取締役 近藤 博文

貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 5,827 流 動 負 債 4,605
固 定 資 産 4,265 固 定 負 債 2,956
繰 延 資 産 259 退職給付引当金 47

株 主 資 本 2,790
資 本 金 95
資 本 剰 余 金 103
資 本 準 備 金 3
その他資本剰余金 100
利 益 剰 余 金 2,592
利 益 準 備 金 15
その他利益剰余金 2,577
(うち当期純利益) (23)

資 産 合 計 10,353 負債・純資産合計 10,353

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 20 期 決 算 公 告
令和８年９月 28 日

東京都豊島区東池袋一丁目21番11号
株式会社グローバルトラストネットワークス

代表取締役 後藤 裕幸

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
売 上 高 7,328,095
売 上 原 価 2,469,357
売 上 総 利 益 4,858,737
販売費及び一般管理
費 4,741,480
営 業 利 益 117,257
営 業 外 収 益 81,929
営 業 外 費 用 43,433
経 常 利 益 155,754
特 別 利 益 
特 別 損 失 19,445
税引前当期純利益 136,308
法人税、住民税及び
事業税 126,794
法人税等調整額 230,127
当 期 純 利 益 239,640

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
流 動 資 産 2,702,267流 動 負 債 2,212,653
固 定 資 産 3,165,809固 定 負 債 1,733,571

株 主 資 本 1,911,334
資 本 金 1,245,170
資 本 剰 余 金 562,920
資 本 準 備 金 562,920
利 益 剰 余 金 103,243
その他利益剰余金 103,243

評価・換算差額等 10,517
その他有価証券評価
差額金 10,517

資 産 合 計 5,868,077負債・純資産合計 5,868,077

第 51 期決算公告 令和８年10月22日
福岡市博多区博多駅前２丁目１番１号

株式会社朝日調剤薬局
代表取締役 山地 俊裕
代表取締役 藤田 篤

貸借対照表の要旨(令和８年１月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 108,467
固 定 資 産 58,991
資 産 合 計 167,458

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 23,658
固 定 負 債 0
株 主 資 本 143,800
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 133,800
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 131,300
(うち当期純利益) (4,364)

負債・純資産合計 167,458

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
万
円
減
少
し
九
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

茨
城
県
笠
間
市
笠
間
一
四
七
三
番
地

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役

飯
村

信
康

第 44 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

茨城県笠間市笠間1473番地
株式会社システムクリエイト

代表取締役 飯村 信康
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 2,983
固 定 資 産 1,898
繰 延 資 産 4,326
資 産 合 計 9,208

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 16,809
固 定 負 債 5,910
株 主 資 本 13,511
資 本 金 12,000
利 益 剰 余 金 25,511
その他利益剰余金 25,511
(うち当期純利益) (1,400)

負債・純資産合計 9,208

第 13 期決算公告 令和８年10月22日
沖縄県石垣市真栄里354５

いちばんざぁ２階
株式会社ＤＴＡＣ

代表取締役 髙橋 大介
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 31,326,304
固 定 資 産 166,607,588
資 産 合 計 197,933,892

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,477,602
固 定 負 債 127,653,000
株 主 資 本 55,803,290
資 本 金 25,123,172
資 本 剰 余 金 12,573,172
資 本 準 備 金 12,573,172
利 益 剰 余 金 18,106,946
繰越利益剰余金 18,106,946
(うち当期純利益) (207,149)

負債・純資産合計 197,933,892

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
八
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
一
二
六
号
）

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

栃
木
県
那
須
塩
原
市
上
大
塚
新
田
三
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ー
ド
リ
エ

代
表
取
締
役

内
田

達
也

熊
本
県
熊
本
市
東
区
御
領
六
丁
目
六
番
六
号

（
乙
）
大
阿
蘇
ハ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

市
橋
徳
次
郎

第 53 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
熊本県熊本市東区御領六丁目６番６号

大阿蘇ハム株式会社
代表取締役 市橋徳次郎

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 167
固 定 資 産 857
資 産 合 計 1,025

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 621
株 主 資 本 403
資 本 金 90
資 本 剰 余 金 224
利 益 剰 余 金 89
利 益 準 備 金 25
その他利益剰余金 63
(うち当期純損失) (179)

負債・純資産合計 1,025

第８期決算公告 令和８年10月22日
東京都台東区台東４33１

株式会社さすがや
代表取締役 佐藤 貴夫

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,234,440
固 定 資 産 499,240
資 産 合 計 1,733,680

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 869,922
固 定 負 債 374,159
負 債 合 計 1,244,081
株 主 資 本 489,599
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 479,599
その他利益剰余金 479,599
(うち当期純利益) (461,260)
純資産合計 489,599
負債・純資産合計 1,733,680

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
五
百
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
文
京
区
湯
島
四
丁
目
四
番
六
号

株
式
会
社
パ
ウ
ス

代
表
取
締
役

田
村

亮
介

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都文京区湯島四丁目４番６号
株式会社パウス

代表取締役 田村 亮介
貸借対照表の要旨

(令和７年11月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 24,984,081
繰 延 資 産 243,397
資 産 合 計 25,227,478

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 425,070
株 主 資 本 24,802,408
資 本 金 25,000,000
利 益 剰 余 金 197,592
その他利益剰余金 197,592
(うち当期純損失) (197,592)

負債・純資産合計 25,227,478

決 算 公 告
令和８年９月 29 日

東京都千代田区紀尾井町４番１号
ＨＯＲＩＪＵＫＵ Ａｇｅｎｃｙ株式会社

代表取締役 堀 鉄平
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 5,809,906
固 定 資 産 452,050
資 産 合 計 6,261,956

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,782,825
固 定 負 債 1,827,602
株 主 資 本 651,528
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 641,528
その他利益剰余金 641,528
(うち当期純利益) (4,040)

負債・純資産合計 6,261,956

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



決算公告 令和８年９月29日
東京都千代田区紀尾井町４番１号

株式会社ＵＭＩＴＯ ＢＥＡＣＨ
代表取締役 堀 鉄平

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 5,086
固 定 資 産 984,674
資 産 合 計 989,760

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,276
固 定 負 債 588,000
株 主 資 本 396,484
資 本 金 8,143
資 本 剰 余 金 400,019
資 本 準 備 金 203,581
その他資本剰余金 196,438
利 益 剰 余 金 11,678
その他利益剰余金 11,678
(うち当期純損失) (2,581)

負債・純資産合計 989,760

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
七
百
八
十
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
五
億
三
千
二
百
四
万
五
千
五
百

五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
荒
川
区
西
尾
久
三
丁
目
二
〇
番
四
号

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
２
１
株
式
会
社

代
表
取
締
役

青
木

慶
哉

第 14 期決算公告 令和８年10月22日
東京都荒川区西尾久三丁目20番４号
ＭＩＫＡＷＡＹＡ21株式会社

代表取締役 青木 慶哉
貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 73,945
固 定 資 産 31,397
資 産 合 計 105,342

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 83,970
株 主 資 本 21,371
資 本 金 72,760
資 本 剰 余 金 994,751
資 本 準 備 金 527,005
その他資本剰余金 467,745
利 益 剰 余 金 1,041,139
その他利益剰余金 1,041,139
(うち当期純損失) (26,218)
自 己 株 式 5,000
負債・純資産合計 105,342

第 84 期決算公告 令和８年９月28日
東京都北区上中里一丁目11番８号

昭 和 株 式 会 社
代表取締役社長 本島 哲也

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 5,522,391
固 定 資 産 825,629
繰 延 資 産 9
資 産 合 計 6,348,030

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,296,207
固 定 負 債 1,566,718
株 主 資 本 1,485,105
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 85,459
利 益 剰 余 金 1,299,646
利 益 準 備 金 25,000
その他利益剰余金 1,274,646
(うち当期純利益) (131,573)

負債・純資産合計 6,348,030

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
九
千
六
百
三
十
万

円
減
少
し
一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
江
東
区
東
陽
七
丁
目
一
番
一
〇
号

株
式
会
社
カ
ク
マ
ル

代
表
取
締
役

幸
田

正
伍

第 122 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都江東区東陽七丁目１番10号
株式会社カクマル

代表取締役 幸田 正伍
貸借対照表の要旨

(令和７年11月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,633,074
固 定 資 産 4,953,500
合 計 6,586,574

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 553,995
固 定 負 債 5,943,337
株 主 資 本 89,241
資 本 金 396,300
利 益 剰 余 金 307,058
その他利益剰余金 307,058
(うち当期純利益) (101,411)
合 計 6,586,574

第８期決算公告 令和８年９月28日
東京都北区上中里一丁目11番８号
昭和ホールディングス株式会社

代表取締役社長 本島 哲也
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 60,497
固 定 資 産 2,585,897
繰 延 資 産 2,299
資 産 合 計 2,648,695

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 169,381
固 定 負 債 1,707,543
株 主 資 本 771,769
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 573,891
利 益 剰 余 金 167,878
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 160,378
(うち当期純利益) (31,966)

負債・純資産合計 2,648,695

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

セ
レ
ク
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
住
所
東
京
都
中
央

区
銀
座
二
丁
目
一
二
番
三
号
）
に
対
し
て
当
社
の
有

価
証
券
運
用
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
及
び

投
資
関
連
事
業
、
不
動
産
事
業
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
、
記
帳
代
行
事
業
、
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
生
命
保
険
募
集
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
四
丁
目
四
番
一
〇
号

株
式
会
社
セ
レ
ク
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

﨑

浩
也

第 12 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
大阪市中央区南船場四丁目４番10号

株式会社セレクトホールディングス
代表取締役 﨑 浩也

貸借対照表の要旨
(令和８年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 29,882
固 定 資 産 453,214
合 計 483,096

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 373,042
固 定 負 債 92,908
株 主 資 本 17,145
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金  12,854
その他利益剰余金  12,854
(うち当期純利益) (785)
合 計 483,096

第 15 期決算公告 令和８年10月22日
東京都渋谷区恵比寿西１７７
ＥＢＳビル２階
ＨＨ Ｇｌｏｂａｌ株式会社

代表取締役 グロル・ナジ・ジェンク
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 940,033
固 定 資 産 27,190
合 計 967,223

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 190,152
賞 与 引 当 金 9,063
引 当 金 9,289
固 定 負 債 934,423
株 主 資 本 157,351
資 本 金 9,990
利 益 剰 余 金 167,341
その他利益剰余金 167,341
(うち当期純利益) (78,490)
合 計 967,223

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
三
千
二
十
七
万
五
千
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
一
千
九
百
二
十
七
万
五
千

円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
九
百
万
円
、
〇
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
五
丁
目
二
番
五
号

中
島
第
２
ビ
ル
五
階

Ｂ
Ｔ
Ｌ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

マ
ー
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
フ

オ
テ
ィ

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 490,178,432
固 定 資 産 71,554,060
資 産 合 計 561,732,492

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 716,209,769
負 債 合 計 716,209,769
株 主 資 本 154,477,277
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 164,477,277
その他利益剰余金 164,477,277
(うち当期純利益) (16,506,186)
純資産合計 154,477,277

負債・純資産合計 561,732,492

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

広
島
県
尾
道
市
瀬
戸
田
町
瀬
戸
田
五
一
四
番
地

株
式
会
社
岡
本
電
機
店

代
表
取
締
役

岡
本

貴
心

第 64 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
広島県尾道市瀬戸田町瀬戸田514番地

株式会社岡本電機店
代表取締役 岡本 貴心

貸借対照表の要旨
(令和８年１月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 15,143
固 定 資 産 10,274
合 計 25,417

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 30,888
固 定 負 債 
株 主 資 本  5,470
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金  25,470
利 益 準 備 金 1,000
その他利益剰余金  26,470
(うち当期純損失) (2,101)
合 計 25,417

第７期決算公告 2026年10月22日
東京都港区三田三丁目４番２号
受発注バスターズ株式会社

代表取締役 川人 寛徳
貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 70,644,438
固 定 資 産 156,178,457
合 計 226,822,895

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 159,075,620
固 定 負 債 74,494,000
株 主 資 本 6,746,725
資 本 金 20,000,000
資 本 剰 余 金 160,668,718
資 本 準 備 金 160,668,718
利 益 剰 余 金 187,415,443
その他利益剰余金 187,415,443
(うち当期純損失) (187,415,443)
合 計 226,822,895

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日

で
あ
り
、
甲
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
及
び
乙
の
総

社
員
の
同
意
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
た
だ
し
乙
の
計
算
書
類
の
公
告
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

香
川
県
坂
出
市
江
尻
町
一
五
七
一
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
興
業

代
表
取
締
役

鈴
木

芳
美

香
川
県
坂
出
市
谷
町
二
丁
目
三
番
七
三

一
号

（
乙
）
合
同
会
社
星
興

代
表
社
員

鈴
木

星
雅

第11期決算公告
令和８年 10 月 22 日

香川県坂出市江尻町1571番地１
株式会社Ｒｉｓｅ興業
代表取締役 鈴木 芳美

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 42,287
固 定 資 産 49,755
合 計 92,042

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 32,121
固 定 負 債 44,015
株 主 資 本 15,906
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 12,906
その他利益剰余金 12,906
(うち当期純利益) (9,645)
合 計 92,042

決 算 公 告
令和８年３月 31 日
東京都中央区日本橋三丁目９番１号
日本橋三丁目スクエア11階

ＳｋｙＫｉｃｋ株式会社
代表取締役 ジョシュア・レーン・ポー

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 22,986,779
合 計 22,986,779

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 165,650
株 主 資 本 22,821,129
資 本 金 3,000,000
利 益 剰 余 金 19,821,129
その他利益剰余金 19,821,129
(うち当期純利益) (481,575)
合 計 22,986,779

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議

の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
甲
仲
原
四
丁
目
二
番

一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
シ
メ
ボ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

上
田

妙
子

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
五
番
一
一
号

（
乙
）
有
限
会
社
ビ
リ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

取
締
役

上
田

妙
子

第 12 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
福岡県糟屋郡粕屋町甲仲原四丁目２番11号

株式会社シメボックス
代表取締役 上田 妙子

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 150,413,292
固 定 資 産 27,417,723
資 産 合 計 177,831,015

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,179,514
固 定 負 債 66,750,000
株 主 資 本 75,901,501
資 本 金 3,000,000
利 益 剰 余 金 72,901,501
繰越利益剰余金 72,901,501
(うち当期純利益) (7,512,798)

負債・純資産合計 177,831,015

第 35 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

神奈川県藤沢市南藤沢４番１号
株式会社ライン管理
代表取締役 佐藤 勝彦

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 158,911
固 定 資 産 298,525
資 産 合 計 457,436

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 43,765
固 定 負 債 121,754
株 主 資 本 291,917
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 281,917
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 279,417
(うち当期純利益) (3,702)

負債・純資産合計 457,436

第 32 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都港区元赤坂一丁目１番７号
秋葉原大栄ビル特定目的会社

取締役 塩野 光二 損益計算書の要旨
自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 271,695
営 業 費 用 136,929
営 業 利 益 134,766
営 業 外 収 益 905
営 業 外 費 用 1,401
経 常 利 益 134,270
税引前当期純利益 134,270
法人税、住民税及び
事業税 210

法人税等調整額 0
当 期 純 利 益 134,059

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 8,634,704流 動 負 債 185,991
その他の資産 435,970固 定 負 債 8,000,522
流 動 資 産 360,921 負 債 合 計 8,186,513
固 定 資 産 71,841社 員 資 本 884,161
繰 延 資 産 3,208 特 定 資 本 金 100

優 先 資 本 金 750,000
剰 余 金 134,061
当期未処分利益 134,061
純資産合計 884,161

資 産 合 計 9,070,675負債・純資産合計 9,070,675

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

福岡県宗像市池田1625番地１
フロンテックＰＲＯ株式会社

代表取締役 武田 宜臣
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 446,209
固 定 資 産 252,829
合 計 699,039

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 177,783
固 定 負 債 507,052
株 主 資 本 14,202
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 4,202
繰越利益剰余金 4,202
(うち当期純利益) (5,174)
合 計 699,039

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

福岡県宗像市池田1740番地
フロンテック販売株式会社

代表取締役 武田 宜臣
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 8,500
固 定 資 産 775
合 計 9,275

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,868
株 主 資 本 6,407
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 5,407
繰越利益剰余金 5,407
(うち当期純利益) (2,123)
合 計 9,275

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都港区元赤坂一丁目１番７号
ＤＳＦ特定目的会社
取締役 金谷 正文 損益計算書の要旨

自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 343,800
営 業 費 用 164,686
営 業 利 益 179,113
営 業 外 収 益 509
営 業 外 費 用 15
経 常 利 益 179,607
税引前当期純利益 179,607
法人税、住民税及び
事業税 703

法人税等調整額 
当 期 純 利 益 178,904

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 9,279,802流 動 負 債 102,930
その他の資産 202,135固 定 負 債 7,580,000
流 動 資 産 184,399 負 債 合 計 7,682,930
固 定 資 産 16,717社 員 資 本 1,799,007
繰 延 資 産 1,017 特 定 資 本 金 100

優 先 資 本 金 1,620,000
剰 余 金 178,907
当期未処分利益 178,907
純資産合計 1,799,007

資 産 合 計 9,481,937負債・純資産合計 9,481,937

第 50 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

宮崎市堀川町195番地
株式会社マエムラ

代表取締役 前村 幸夫
貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 4,793,306
固 定 資 産 3,817,046
資 産 合 計 8,610,352

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,553,326
固 定 負 債 822,515
株 主 資 本 5,234,511
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 5,259,691
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 5,254,691
(うち当期純利益) (177,467)
自 己 株 式 45,180
負債・純資産合計 8,610,352

第 ４ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 22 日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号
早島４ロジスティック特定目的会社

取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年10月１日
至 令和８年８月31日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 17,936,294
営 業 費 用 12,923,617
営 業 利 益 5,012,676
営 業 外 収 益 544
営 業 外 費 用 521
経 常 利 益 5,012,700
税引前当期純利益 5,012,700
法人税、住民税及び
事業税 2,574
当 期 純 利 益 5,010,125
前期繰越損失 27,361
当期未処分利益 4,982,764

貸借対照表の要旨 (令和８年８月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 10,271,920流 動 負 債 133,005
流 動 資 産 10,270,509 負 債 合 計 133,005
繰 延 資 産 1,410社 員 資 本 10,138,914

特 定 資 本 金 150
優 先 資 本 金 5,156,000
剰 余 金 4,982,764
当期未処分利益 4,982,764

その他の資産合計10,271,920 純資産合計 10,138,914
合 計 10,271,920 合 計 10,271,920
 端数は切り捨てて表示しております。

第 16 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都品川区大崎一丁目11番８号
一般社団法人日税連税法データベース

代表理事 北島 則行
貸借対照表の要旨

(令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 290,807
固 定 資 産 106,418
合 計 397,225

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 23,685
固 定 負 債 11,519
負 債 合 計 35,204
指定正味財産 
一般正味財産 362,021
正味財産合計 362,021
合 計 397,225

第 11 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都港区南麻布１2722１階
アザブＴＭＫ特定目的会社

取締役 ジョセフ・リー
損益計算書の要旨

自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 140,935
営 業 費 用 53,822
営 業 利 益 87,113
営 業 外 収 益 33
経 常 利 益 87,147
税引前当期純利益 87,147
法人税、住民税及び
事業税 1,405
法人税等調整額 29
当 期 純 利 益 85,771
当期未処分利益 85,771

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,554,372流 動 負 債 14,296
その他の資産 321,690固 定 負 債 175,944
流 動 資 産 321,011 負 債 合 計 190,241
固 定 資 産 678社 員 資 本 1,685,821
投資その他の資産 678 特 定 資 本 金 50

優 先 資 本 金 1,600,000
剰 余 金 85,771
当期未処分利益 85,771
純資産合計 1,685,821

資 産 合 計 1,876,063負債・純資産合計 1,876,063
 端数は切り捨てで表示しております。

第 148 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
神奈川県川崎市麻生区千代ヶ丘２４14

公益財団法人久敬社
理事長 峰 潔志

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部

流 動 資 産 210,551
固 定 資 産 1,492,106
合 計 1,702,657

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 305
固 定 負 債 3,547
負 債 合 計 3,852
一般正味財産 1,698,805
正味財産合計 1,698,805
合 計 1,702,657

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

北
海
道
虻
田
郡
倶
知
安
町
北
四
条
東
一
丁
目

一
番
一
号

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

チ
ェ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン

ド
・
ガ
オ
チ
ュ
ワ
ン

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,647
固 定 資 産 0
合 計 4,647

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 12
固 定 負 債 0
株 主 資 本 4,635
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 364
その他利益剰余金 364
(うち当期純損失) (364)
合 計 4,647

第１期決算公告 令和８年10月22日
北海道虻田郡倶知安町北四条東
一丁目１番１号
スノーモービー株式会社

代表取締役 チェン・アレクサンド・
ガオチュワン

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
、

四
千
七
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
八
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
二
丁
目
一
七
番
九
号

美
術
館
ビ
ル
三
階

株
式
会
社
日
本
橋
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役

白
鳥

雅
之

決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
東京都中央区日本橋浜町二丁目17番９号
美術館ビル３階
株式会社日本橋トラベラーズクラブ

代表取締役 白鳥 雅之
貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 176,638
固 定 資 産 83,610
合 計 260,249

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 99,182
固 定 負 債 93,866
株 主 資 本 67,200
資 本 金 67,000
利 益 剰 余 金 200
利 益 準 備 金 10
その他利益剰余金 190
(うち当期純利益) (6,912)
合 計 260,249

第 66 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
岩手県大船渡市盛町字下舘下５番地９

共立電気株式会社
代表取締役 東 信一

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 106,284
固 定 資 産 74,615
合 計 180,899

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,574
固 定 負 債 1,645
株 主 資 本 168,680
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 158,680
利 益 準 備 金 4,000
別 途 積 立 金 450
繰越利益剰余金 154,230
(うち当期純損失) (3,724)
合 計 180,899

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
百
万
円
減
少
し
、

二
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
南
区
高
根
町
三
丁
目
一
七
番
地
一
二

株
式
会
社
龍
頭

代
表
取
締
役

疋
田

宏
之

第 29 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

横浜市南区高根町三丁目17番地12
株式会社龍頭

代表取締役 疋田 宏之
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 20,382
固 定 資 産 5,765
合 計 26,147

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,480
固 定 負 債 2,000
株 主 資 本 9,666
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 333
その他利益剰余金 333
(うち当期純損失) (1,538)
合 計 26,147

第 26 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

岩手県北上市鬼柳町笊渕64番地２
株式会社北日本システム住宅
代表取締役 佐藤 幸夫

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 111,375
固 定 資 産 27,763
合 計 139,138

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 40,547
固 定 負 債 69
株 主 資 本 98,522
資 本 金 4,450
利 益 剰 余 金 94,072
利 益 準 備 金 890
別 途 積 立 金 40,000
繰越利益剰余金 53,182
(うち当期純利益) (1,064)
合 計 139,138

第 16 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 22 日

東京都港区六本木七丁目７番７号

レンドリース株式会社

代表取締役社長 リー・シンイー

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 378,656
固 定 資 産 17,780

合 計 360,876

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 261,993
税務申告報酬引当金 1,454
賞 与 引 当 金 57,892
有給休暇引当金 12,782
退職給与引当金 5,645
固 定 負 債 7,992
賞与引当金 長期 7,992
株 主 資 本 630,862
資 本 金 92,000
資 本 剰 余 金 90,907
資 本 準 備 金 90,907
利 益 剰 余 金 813,770
その他利益剰余金 813,770
(うち当期純利益) (164,924)

合 計 360,876

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

富
山
市
大
泉
本
町
二
丁
目
一
八
番
八
号

株
式
会
社
千
翠
商
事

代
表
取
締
役

千
田

喜
造

第 36 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

富山市大泉本町二丁目18番８号
株式会社千翠商事

代表取締役 千田 喜造
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 3,111
固 定 資 産 57,025
合 計 60,136

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 321
固 定 負 債 51,085
株 主 資 本 8,730
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 21,270
利 益 準 備 金 530
その他利益剰余金 21,800
(うち当期純損失) (19,241)
合 計 60,136

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

京
都
市
西
京
区
大
原
野
西
境
谷
町
四
丁
目
四

番
地
の
二

株
式
会
社
阿
け
美
商
店

代
表
取
締
役

吉
岡

利
子

第 75 期決算公告 令和８年10月22日
京都市西京区大原野西境谷町四丁目
４番地の２

株式会社阿け美商店
代表取締役 吉岡 利子

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 117,084,118
固 定 資 産 121,399,867
合 計 238,483,985

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,774,476
固 定 負 債 44,331,362
株 主 資 本 188,378,147
資 本 金 18,000,000
利 益 剰 余 金 170,378,147
利 益 準 備 金 16,000,000
その他利益剰余金 154,378,147
(うち当期純利益) (7,276,221)
合 計 238,483,985

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 78 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

宮崎市吉村町長田甲2375番地１
株式会社田中書店

代表取締役 田中 良朋
貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 124,830
固 定 資 産 555,149
資 産 合 計 679,980

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 45,187
固 定 負 債 294,416
株 主 資 本 340,376
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 330,376
利 益 準 備 金 3,500
その他利益剰余金 326,876
(うち当期純損失) (43,165)

負債・純資産合計 679,980

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
万
円
減
少
し
九
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

鹿
児
島
県
出
水
市
浦
田
町
一
三
九
番
地

梅
田
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

梅
田

貴
博

第 45 期決算公告 令和８年10月22日
鹿児島県出水市浦田町139番地
梅田鉄工株式会社
代表取締役 梅田 貴博

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 147,269
固 定 資 産 118,415
資 産 合 計 265,685

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 129,499
負 債 合 計 129,499
株 主 資 本 136,185
資 本 金 12,000
利 益 剰 余 金 124,185
利 益 準 備 金 3,000
その他利益剰余金 121,185
(うち当期純損失) (16,843)
純資産合計 136,185
負債・純資産合計 265,685

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
万
円
減
少
し

一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
馬
喰
町
一
丁
目
七
番

一
六
号

株
式
会
社
エ
ト
ワ
ー
ル
海
渡

代
表
取
締
役

早
川
謹
之
助

第 64 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日 東京都中央区日本橋馬喰町一丁目７番16号

株式会社エトワール海渡
代表取締役 早川謹之助

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,349 流 動 負 債 716
固 定 資 産 12,744 固 定 負 債 106
繰 延 資 産 127 負 債 合 計 822

株 主 資 本 15,398
資 本 金 240
資 本 剰 余 金 1
資 本 準 備 金 1
利 益 剰 余 金 22,657
利 益 準 備 金 55
その他利益剰余金 22,602
(うち当期純損失) (587)
自 己 株 式 7,500
純資産合計 15,398

資 産 合 計 16,220 負債・純資産合計 16,220

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

甲
は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八

四
条
第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経

ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙

の
全
株
式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に

よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.rea
lq
.co
.jp
/

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
三
四
番
二
三

号
Ｏ
Ｐ
．
Ｓ
Ｔ
．
Ｍ
・
１
Ｄ

（
甲
）
株
式
会
社
リ
ア
ル
ク
オ
リ
テ
ィ

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

小
林

豪

青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
川
原

田
六
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ジ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

田
中

隆
典

決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

青森県南津軽郡大鰐町大字
蔵館字川原田63番地

株式会社フジコーポレーション
代表取締役社長 田中 隆典

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 69,975,270
固 定 資 産 250,345,329
資 産 合 計 320,320,599

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,719,820
固 定 負 債 181,068,820
株 主 資 本 117,531,959
資 本 金 90,000,000
利 益 剰 余 金 27,531,959
その他利益剰余金 27,531,959
(うち当期純利益) (11,214,014)

負債・純資産合計 320,320,599

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
九
番
五

九
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
国
際
美
容
メ
デ
ィ
カ
ル
研

究
所

代
表
取
締
役

荒
木

義
雄

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
九
番
五

九
一
一
号

（
乙
）
有
限
会
社
オ
イ
コ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

荒
木

千
惠

第 37 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

福岡市博多区博多駅前三丁目９番
５911号
株式会社国際美容メディカル研究所

代表取締役 荒木 義雄
貸借対照表の要旨

(令和７年10月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 14,936
固 定 資 産 187,563
合 計 202,499

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 13,133
固 定 負 債 93,826
株 主 資 本 95,540
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 85,540
その他利益剰余金 85,540
(うち当期純利益) (6,658)
合 計 202,499

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

千
葉
市
中
央
区
浜
野
町
一
二
〇
一
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
東
秀
開
発

代
表
取
締
役

河
部

竜
二

千
葉
市
中
央
区
浜
野
町
一
二
〇
一
番
地
一

（
乙
）
東
秀
農
育
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
部

竜
二

第 16 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

千葉市中央区浜野町1201番地１
株式会社東秀開発

代表取締役 河部 竜二
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 240,191
固 定 資 産 416,587
資 産 合 計 656,779

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 146,144
固 定 負 債 333,954
株 主 資 本 176,680
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 171,680
その他利益剰余金 171,680
(うち当期純利益) (2,694)

負債・純資産合計 656,779

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

千葉市中央区浜野町1201番地１
東秀農育株式会社

代表取締役 河部 竜二
貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 29,684
固 定 資 産 99,291
繰 延 資 産 7,160
資 産 合 計 136,135

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,643
固 定 負 債 197,236
株 主 資 本 80,743
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 83,743
その他利益剰余金 83,743
(うち当期純損失) (23,730)

負債・純資産合計 136,135

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
美
容
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
一
二
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ド
ク
タ
ー
セ
レ
ク
ト

代
表
取
締
役

﨑

浩
也

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
一
二
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
セ
レ
ク
ト
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

﨑

浩
也

第 16 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都中央区銀座二丁目12番３号
株式会社ドクターセレクト

代表取締役 﨑 浩也
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 368,637
固 定 資 産 385,486
合 計 754,123

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 89,583
固 定 負 債 439,897
株 主 資 本 224,643
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 194,643
その他利益剰余金 194,643
(うち当期純利益) (10,569)
合 計 754,123

第 23 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都中央区銀座二丁目12番３号
株式会社セレクトビューティー

代表取締役 﨑 浩也
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 682,024
固 定 資 産 1,302,702
合 計 1,984,727

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 339,499
固 定 負 債 1,311,908
株 主 資 本 333,318
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 303,318
その他利益剰余金 303,318
(うち当期純利益) (10,943)
合 計 1,984,727

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

川
崎
市
多
摩
区
菅
北
浦
三
丁
目
一
二
番
二
九
号

（
甲
）
株
式
会
社
日
東

代
表
取
締
役

仲
村

陽
一

東
京
都
町
田
市
野
津
田
町
三
三
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
俵
屋

代
表
取
締
役

宮
本
弘
二
郎

決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
川崎市多摩区菅北浦三丁目12番29号

株式会社日東
代表取締役 仲村 陽一

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 756,473
固 定 資 産 2,463,663
合 計 3,220,136

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 438,121
固 定 負 債 783,559
株 主 資 本 1,998,456
資 本 金 28,000
利 益 剰 余 金 1,970,456
利 益 準 備 金 1,084
その他利益剰余金 1,969,372
(うち当期純利益) (51,523)
合 計 3,220,136

決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

東京都町田市野津田町33番地１
株式会社俵屋

代表取締役 宮本弘二郎
貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 423,797
固 定 資 産 156,784
合 計 580,581

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 52,130
固 定 負 債 10,858
株 主 資 本 517,593
資 本 金 13,000
利 益 剰 余 金 504,593
利 益 準 備 金 3,180
その他利益剰余金 501,413
(うち当期純利益) (9,799)
合 計 580,581

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
一
二
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
財
産
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ

代
表
取
締
役

野
田
賢
次
郎

名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
一
二
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
・
イ
ン
シ
ュ

ア
ラ
ン
ス
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
ズ

代
表
取
締
役

三
村

琢
磨

第 22 期決算公告 令和８年10月22日
名古屋市中区栄一丁目12番５号

株式会社コスモス財産コンサルタンツ
代表取締役 野田賢次郎

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 93,665
固 定 資 産 552,528
合 計 646,194

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,570
固 定 負 債 335,000
株 主 資 本 309,623
資 本 金 4,000
資 本 剰 余 金 218,072
その他資本剰余金 218,072
利 益 剰 余 金 87,550
その他利益剰余金 87,550
(うち当期純利益) (58,510)
合 計 646,194

第 29 期決算公告 令和８年10月22日
名古屋市中区栄一丁目12番10号

株式会社コスモス・インシュアランス・
ブローカーズ

代表取締役 三村 琢磨
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 11,504
固 定 資 産 11,038
合 計 22,542

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 84
株 主 資 本 22,458
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 14,458
利 益 準 備 金 615
その他利益剰余金 13,843
(うち当期純損失) (1,204)
自 己 株 式 2,000
合 計 22,542

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
十

三
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
府
摂
津
市
三
島
三
丁
目
一
六
番
六
一
号

（
甲
）
ア
ク
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

延
命

喜
春

大
阪
府
摂
津
市
三
島
三
丁
目
一
六
番
六
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
延
命
設
備
工
業

代
表
取
締
役

延
命

喜
春

第 31 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

大阪府摂津市三島三丁目16番61号
アクトメンテナンス株式会社

代表取締役 延命 喜春
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(円)
資

産

の

部

流 動 資 産 73,115,193
固 定 資 産 29,482,153
繰 延 資 産 227,334
合 計 102,824,680

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 53,358,124
固 定 負 債 57,790,500
株 主 資 本 8,323,944
資 本 金 15,000,000
利 益 剰 余 金 23,323,944
その他利益剰余金 23,323,944
(うち当期純利益) (27,609,471)
合 計 102,824,680

第 37 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

大阪府摂津市三島三丁目16番61号
株式会社延命設備工業
代表取締役 延命 喜春

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,299,448
固 定 資 産 200,603
合 計 4,500,051

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,233,831
固 定 負 債 21,719,140
株 主 資 本 18,452,920
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 28,452,920
その他利益剰余金 28,452,920
(うち当期純利益) (585,422)
合 計 4,500,051

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
一

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

兵
庫
県
西
宮
市
神
楽
町
六
一
番
地

（
甲
）
明
美
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

桑
原

桂
子

兵
庫
県
西
宮
市
松
園
町
一
〇
番
五
四
号

（
乙
）
冨
士
株
式
会
社

代
表
取
締
役

桑
原

桂
子

第 67 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

兵庫県西宮市神楽町61番地
明美興業株式会社
代表取締役 桑原 桂子

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 25,412
固 定 資 産 95,935
合 計 121,348

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 106,173
株 主 資 本 15,174
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 5,174
利 益 準 備 金 75
その他利益剰余金 5,099
(うち当期純損失) (1,577)
合 計 121,348

第 65 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

兵庫県西宮市松園町10番54号
冨 士 株 式 会 社
代表取締役 桑原 桂子

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 75,177
固 定 資 産 3,783
合 計 78,961

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 551
株 主 資 本 78,409
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 68,409
利 益 準 備 金 500
その他利益剰余金 67,909
(うち当期純利益) (22)
合 計 78,961

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

広
島
市
中
区
八
丁
堀
一
四
番
四
号
Ｊ
Ｅ
Ｉ
広

島
八
丁
堀
ビ
ル
六
階

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ン
ワ

代
表
取
締
役

中
川

大
輔

山
口
県
岩
国
市
玖
珂
町
三
九
二
五
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
西
日
本

代
表
取
締
役

中
川

大
輔

第 42 期決算公告 令和８年10月22日
広島市中区八丁堀14番４号
ＪＥＩ広島八丁堀ビル６階

株式会社フロンティア・サンワ
代表取締役 中川 大輔

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,901,786
固 定 資 産 8,230,672
合 計 12,132,458

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,799,051
固 定 負 債 8,242,419
株 主 資 本 1,090,988
資 本 金 21,000
利 益 剰 余 金 1,088,488
利 益 準 備 金 5,250
その他利益剰余金 1,083,238
(うち当期純利益) (585,218)
自 己 株 式  18,500
合 計 12,132,458

第 13 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日

山口県岩国市玖珂町3925番地
株式会社フロンティア西日本
代表取締役 中川 大輔

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 64,075
固 定 資 産 69,626
合 計 133,702

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,610
固 定 負 債 
株 主 資 本 126,091
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 123,091
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 120,591
(うち当期純損失) (48,248)
合 計 133,702

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

福
井
県
敦
賀
市
津
内
六
七
号
三
番
地
の
五

（
甲
）
岡
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

国
京

剛
志

福
井
県
敦
賀
市
津
内
六
七
号
一
五
番
地
の
一

（
布
田
町
）

（
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令和８年10月22日
福井県敦賀市津内67号３番地の５
岡本エンジニアリング株式会社
代表取締役社長 国京 剛志

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 533,941
固 定 資 産 442,403
繰 延 資 産 302
合 計 976,648

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 91,580
固 定 負 債 214,171
株 主 資 本 670,896
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 663,445
利 益 準 備 金 1,040
その他利益剰余金 662,405
(うち当期純利益) (16,731)
自 己 株 式 12,549
合 計 976,648

決 算 公 告
令和８年 10 月 22 日
福井県敦賀市津内67号15番地の１（布田町
）
株式会社岡本グループホールディン
グス

代表取締役 角谷 雅和
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 43,865
固 定 資 産 15,104
合 計 58,969

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,507
株 主 資 本 54,461
資 本 金 8,000
利 益 剰 余 金 46,461
その他利益剰余金 46,461
(うち当期純損失) (19,386)
合 計 58,969

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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